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企画趣旨 

万国博覧会（国際博覧会、エクスポ、ともいう）は、元々は、19 世紀に各国の優れた物品を集めて展示する

展覧会として始まり、現在では、国際博覧会条約（BIE 条約、1928 年成立）に基づいて行われる複数の国が

参加する博覧会を指します。その内容も、展示に限らず、イベント、アミューズメント含めて多様化してき

ました。 

万国博覧会の建築は、展示品の器の役割を果たすためのものですが、近代建築の発展に大きな貢献をもたら

しました。1851 年の第１回ロンドン万国博覧会の展示館クリスタル・パレス（水晶宮）は、鉄骨造の外壁全

体をガラスで覆うという、鉄とガラスの時代の到来を告げました。また、1889 年の第４回パリ万国博覧会に

際して、会場のゲートおよび展望台として建設されたエッフェル塔は、当時最先端の鉄骨造建築であり、今

日でもパリのランドマークとして機能しています。万国博覧会が、国の威信をかけた催事であると同時に、

短期間のみ使用される建築であることが、様々な建築的な実験を促し、その結果、万博建築は近代建築の進

化に貢献することになったのです。 

日本国内では、これまで日本万国博覧会（大阪万博、EXPO’70、1970 年）、沖縄国際海洋博覧会（1975

年）、つくば国際科学技術博覧会（1985 年）、国際花と緑の博覧会（1990 年）、日本国際博覧会愛・地球

博（2005 年）の 5 回の万国博覧会が開催されており、大阪・関西万博[2025 年 4 月 13 日(日)–10 月 13 日

(月)184 日間開催]がそれに続き、6 回目ということになります。 

本展覧会は、当館が所蔵する図面や企画段階の資料を中心とした展示を行い、来館者の皆様に、これまでの

5 回の万国博覧会の会場計画と施設デザインに関する理解を深めていただくことを目的とします。本展覧会

は、2 部に分けて、約半年間開催されます。 

第１部「EXPO’70 人類の進歩と調和」［2025 年 3 月８日（土）～５月２５日（日）］では、5 回の万国博

覧会の概要を紹介しつつ、特に日本万国博覧会（大阪万博）について代表的な施設の図面等を展示します。

万国博覧会の建築には、独特なデザインが採用されていますが、まだコンピュータを使った作図（CAD）が

一般的でない時代に、建築家たちが手書きで難しい形を描いて、建築を実現するという努力を感じ取ってい

ただけるでしょう。 

第２部「ひと・自然・環境へ」［2025 年 6 月 14 日（土）～8 月 31 日（日）］では、日本万国博覧会（大

阪万博）に加えて、他の 4 つの博覧会に関する収蔵図面と資料を展示します。EXPO’70 の技術の進歩を前面

に出したデザインに現われた総合テーマから、人間の居住、海や山などの自然、さらに地球の環境への配慮

へと総合テーマが変化し、それに伴って、博覧会の会場計画の手法や建築デザインも変化を遂げます。ま

た、それぞれの万博終了後の敷地活用をどうするかという点も重要であり、その一端をご理解いただける展

示とします。 

本展覧会を通じて、万国博覧会が果たした建築史上の役割を理解していただき、博覧会建築ならではの建築

デザイン上の創意工夫を鑑賞いただけることを願っております。 
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概 要 

■基本情報 

主催：文化庁 

企画：文化庁国立近現代建築資料館 

協力：公益財団法人東京都公園協会 

会場：文化庁国立近現代建築資料館 

（〒113-8553 東京都文京区湯島 4-6-15 湯島地方合同庁舎内） 

会期： 第 １ 部「EXPO'70 技術・デザイン・芸術の融合」 

2025 年 3 月 8 日（土）～5 月 25 日（日） 

第 2 部「EXPO'75 以降ひと・自然・環境へ」 

2025 年 6 月 14 日（土）～8 月 31 日（日） 

休館日：毎週月曜日但し、祝日の月曜日は開館し翌平日休館。 

（5 月 5 日、6 日、7 月 21 日、8 月 1 日開館、７ 月 22 日、8 月 12 日休館) 

（5 月 26 日～6 月 13 日展示入れ替えにつき休館） 

時間：10:00－16:30 
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■関連イベント 

館内シンポジウム 

第１部 館内シンポジウム 

主題：「EXPO’70（大阪万博）を回想し、再考する」 

日時：３月２３日（日）14:00～15:30 

場所：文化庁国立近現代建築資料館展示室前ロビー（2 階） 

第２部 館内シンポジウム 

主題：「知られざる試みと隠れた意義―EXPO’75 以降の万博会場デザインについて」 

日時：６月２８日（土）14:00～15:30 

場所：文化庁国立近現代建築資料館展示室前ロビー（2 階） 

 

当館展示担当職員によるガイドツアー 

第１部ガイドツアー 

4 月 3 日（木）、4 月 17 日（木）、5 月 1 日（木）、5 月 15 日（木） 

時間：14 時～15 時 

第２部ガイドツアー 

日時：7 月 3 日（木）、17 日（木）、31 日（木）、8 月 21 日（木） 

時間：14 時～15 時 

 

シンポジウム上映会 

8 月 11 日（月）、16 日（土）、24 日（日） 
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キービジュアル（縦） 

 

キービジュアル（横） 
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チラシ表面｜A４サイズ｜20,000 部
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チラシ裏面｜A４サイズ｜20,000 部 
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ポスター| B２サイズ｜300 部 
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屋外看板（旧岩崎邸庭園側ガラス面）｜885H×4480W｜1 式 

 

 

 

屋外看板（旧岩崎邸庭園側）｜1800H×2400W｜1 式 
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第 2 部 屋外看板 マイナーチェンジ（旧岩崎邸庭園側）｜284H×1743W｜1 式 
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屋外看板（合同庁舎側）｜1200H×2400W｜1 式 

 

屋外看板（駐車場側）｜1200H×2400W｜1 式 
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第２部 屋外看板 マイナーチェンジ（合同庁

舎側）｜1200H×600W｜1 式 
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第２部 屋外看板（駐車場側）マイナーチェン

ジ｜1200H×600W｜1 式 
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屋外誘導看板（可動） 

｜728H×515W｜4 式 

 

 

 

屋外誘導看板（旧岩崎邸正面、可動） 

｜860H×410W｜１式 
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第２部 屋外誘導看板（可動）マイナーチェンジ｜136H×343W｜4 式 
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第２部 屋外誘導看板（旧岩崎邸正面、可動）マイナーチェンジ｜228H×289W｜１式 
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屋内タイトルウォール｜H2400×W2500×D670|1 式 

 

第 2 部 屋内タイトルウォール マイナーチェンジ｜H350×W1839|1 式 
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大型パネル「ごあいさつ」| 1456H×1030W｜１式 
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大型パネル「はじめに」| 1456H×1030W｜１式 
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大型パネル「コラム」| 1456H×1030W｜１式 
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大型パネル「謝辞」| 1456H×1030W｜１式 
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第 2 部 大型パネル「謝辞」| 1456H×1030W｜１式 
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章解説パネル｜1300H×1200W｜５式 
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日本の万国博覧会 1970-2005  

 

 27 
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作品解説パネル｜1100H×400W｜６式  
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第 1 部 作品解説パネル（A３）｜420H×297H｜4 式 
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第２部 作品解説パネル｜1100H×400W｜８式 
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日本の万国博覧会 1970-2005  

 

 37 
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第 2 部 フォリー解説パネル（A4）｜12 式 
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第 2 部 作品解説（A4）｜2 式 
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中央円形台用大型パネル｜3 面 
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カッティングシートサイン｜５か所 
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冊子｜B５サイズ｜表裏カラー８面｜2,000 部 
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図録｜B５サイズ｜表裏カラー100 頁｜5,000 部 

 

  
表紙 裏表紙 

  
４頁  ５頁 

  
44 頁 66 頁 
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■ロビー導入動画｜4 分 40 秒｜ 

  

 

■丹下スライドショー｜4 分 33 秒｜ 

  

 

■オーラルヒストリー 

⚫ オーラルヒストリー 木村俊彦 –住友童話館 構造設計について–｜2019｜13 分 11 秒｜ 

⚫ オーラルヒストリー 村田豊 –富士グループパビリオンについて–｜2017｜23 分 42 秒｜ 

⚫ オーラルヒストリー 村田豊 –電力館水上劇場について–｜2017｜11 分 23 秒｜ 

⚫ オーラルヒストリー 村田豊 –芙蓉グループパビリオンについて–｜2017｜15 分 14 秒｜ 
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展 示  
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第 1 部 出品リスト 

 

 

Section 1．シンボルゾーン Section 1．Symbol Zone 資料番号

エキスポタワー　立面図｜-｜-｜インク、紙、ラミネート加工｜3545×910｜所蔵：株式会社情

報建築
Expo Tower Elevation｜Ink on Paper, Laminated｜©KIKUTAKE Kiyonori 【借用】

1　丹下健三「基幹施設計画 大屋根・お祭り広場」 TANGE Kenzo “Grand Roof・Festival Plaza”

大屋根・お祭り広場、シンボルゾーン設計図（11点）｜1970｜マイクロフィルムをデジタル複製

｜サイズ可変｜デザイン監修：丹下健三、所蔵：株式会社TANGE建築都市設計

11 Drawings of Grand Roof, Festival Plaza, Symbol Zone｜Digital Images｜Courtesy of

Tange Associates

tng_m_057_0115, tng_m_057_0060~0065,

0066~0069, 0070, 0071, 0072, 0073, 0074,

0075, 0076, 0077, 0078, 0079

EXPO'70基幹施設計画 （21点）｜1967｜マイクロフィルムをデジタル複製｜サイズ可変｜作成：

日本万国博覧会基幹施設計画グループ、所蔵：株式会社TANGE建築都市設計
21 Drawings of Core Facility｜Digital Images｜Courtesy of Tange Associates

tng_m_057_0001, 0002, 0003, 0007, 0013,

016, 0023, 0024, 0008, 0011, 0015

日本万国博覧会写真（7点）｜1970年頃｜撮影者未詳、提供：大阪府日本万国博覧会記念公園事

務所

7 Photos of EXPO'70｜Courtesy of Osaka Prefectural Expo ’70 Commemorative Park

Office

『世界一大きい絵本』｜1970｜編著：川添登、勝井三雄、山口克己、加藤秀俊、制作・発行：講

談社｜川添登旧蔵書誌

KAWAZOE Noboru and others, The Largest Picture Book in the World , Kodansha, 1970｜

Collected by KAWAZOE Noboru

『世界一大きい絵本 人類はなにを見てきたか』｜1970｜編著：川添登、発行：講談社｜川添登旧

蔵書誌

KAWAZOE Noboru, The Largest Picture Book in the World , Kodansha, 1970｜Collected

by KAWAZOE Noboru

2　菊竹清訓「南広場」 KIKUTAKE Kiyonori “South Plaza”

1階平面図｜-｜1968｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜419×593 1st Floor Plan｜Pencil and Ink on Tracing Paper 15-1014-40

2階平面図｜-｜1968｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜421×593 2nd Floor Plan｜Pencil and Ink on Tracing Paper 15-1014-41

配置図｜1:200｜1969｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜539×756 Site Plan｜Pencil and Ink on Tracing Paper 15-1014-39

1階平面図、2階平面図｜-｜1968｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜551×798 1st Floor Plan and 2nd Floor Plan｜Pencil and Ink on Tracing Paper 15-1014-6

2階平面図｜1:200｜1968｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜554×803 2nd Floor Plan｜Pencil and Ink on Tracing Paper 15-1014-30

立面図、断面図｜1:200｜未詳｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜552×801 Elevation and Section｜Pencil and Ink on Tracing Paper 15-1014-31

1階平面図｜1:200｜未詳｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜555×801 1st Floor Plan｜Pencil and Ink on Tracing Paper 15-1014-32

外観｜提供：大阪府日本万国博覧会記念公園事務所 Exterior｜Courtesy of Osaka Prefectural Expo ’70 Commemorative Park Office

外観｜提供：大阪府日本万国博覧会記念公園事務所 Exterior｜Courtesy of Osaka Prefectural Expo ’70 Commemorative Park Office

3　菊竹清訓「エキスポタワー・塔広場」 KIKUTAKE Kiyonori “Expo Tower” and “Plaza around the Tower”

配置図｜1:500｜-｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜547×795｜所蔵：株式会社情報建築 Site Plan｜Pencil and Ink on Tracing Paper｜©KIKUTAKE Kiyonori 【借用】231追加工事_040

キャビン詳細図B｜1:50｜-｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜552.5×797｜所蔵：株式会

社情報建築
Cabin, Detailed Drawing B｜Pencil and Ink on Tracing Paper｜©KIKUTAKE Kiyonori 【借用】231_14_018

立面図｜-｜1968｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜548.5×794｜所蔵：株式会社情報建築 Elevation｜Pencil and Ink on Tracing Paper｜©KIKUTAKE Kiyonori 【借用】231_15_017

アクソメ｜-｜1968｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜547×796 Axonometric Drawing｜Pencil and Ink on Tracing Paper 15-1009-004

EXPO・サービス施設　食堂　平面図　詳細図｜1:200  1:50｜1969｜鉛筆、インク、トレーシン

グペーパー｜548×799

EXPO Service Facilities and Dining Room, Plan and Detailed Drawing｜Pencil and Ink on

Tracing Paper
15-1009-007

S3棟一般図、構造図｜1:50｜1969｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜555×793.5 Building S3, Basic and Structural Drawing｜Pencil and Ink on Tracing Paper 15-1009-008

東立面図｜1:200｜1968｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜547×797｜所蔵：株式会社情

報建築
East Elevation｜Pencil and Ink on Tracing Paper｜©KIKUTAKE Kiyonori 【借用】231_11_010

0.1.2.3階平面図｜1:200｜1968｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜546×795.5｜所蔵：株式

会社情報建築

Ground floor, 1st, 2nd and 3rd Floor Plan｜Pencil and Ink on Tracing Paper｜©KIKUTAKE

Kiyonori
【借用】231_11_007

立面図｜-｜-｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜1065×506｜所蔵：株式会社情報建築 Elevation｜Pencil and Ink on Tracing Paper｜©KIKUTAKE Kiyonori 【借用】231_10_014

4　大髙正人「メインゲート」 OTAKA Masato “Main Gate”

万国博中央口新築工事 屋根伏図｜1:300｜未詳｜鉛筆、トレーシングペーパー｜550×1178 Main Gate Roof Plan｜Pencil on Tracing Paper 10-971-1

万国博中央口新築工事 1階平面図｜1:300｜未詳｜鉛筆、トレーシングペーパー｜560×1160 Main Gate 1st Floor Plan｜Pencil on Tracing Paper 10-972-1

万国博中央口新築工事 地階平面図｜1:300｜未詳｜鉛筆、トレーシングペーパー｜710×1180 Main Gate Basement Plan｜Pencil on Tracing Paper 10-971-3

万国博中央口新築工事 立面図｜1:300｜未詳｜鉛筆、トレーシングペーパー｜550×1205 Main Gate Elevations｜Pencil on Tracing Paper 10-971-2

万国博中央口新築工事 断面図｜1:300｜鉛筆、トレーシングペーパー｜545×1290 Main Gate Sections｜Pencil on Tracing Paper 10-972-2

万国博中央口新築工事 断面詳細図｜1:20｜未詳｜鉛筆、トレーシングペーパー｜442×980 Main Gate Detailed Section｜Pencil on Tracing Paper 10-534-23

万国博中央口新築工事 部分詳細図｜1:20｜未詳｜鉛筆、トレーシングペーパー｜445×1013 Main Gate Detailed Drawing｜Pencil on Tracing Paper 10-534-10

模型写真｜撮影年未詳｜写真アルバム「万国博中央口」｜撮影：大髙建築設計事務所 Models｜ EXPO’70 Main Gate, Photo Album｜Photo by Otaka Architect and Associates 10-1188

竣工写真｜1970｜写真アルバム「竣工記念写真集 万国博メインゲート建築工事」｜作成：佐藤工

業・鉄建建設・東急建設JV

Completion Photo｜Completion Photo Album｜by Sato Kogyo, Tekken Corporation, Tokyu

Construction JV
10-1193

モノレール駅内観写真｜未詳｜写真ファイル「事務所作品模型写真集成」｜撮影：大髙建築設計

事務所

Interior of Monorail Station｜Architectural Works and Model Photo Album｜Photo by

Otaka Architect and Associates
10-930

工事写真｜1969～1970｜写真アルバム「EXPO'70」 1~5｜作成：佐藤工業・鉄建建設・東急建設

JV

Construction Photo｜EXPO’70 1~5, Photo Collection｜by Sato Kogyo, Tekken

Corporation, Tokyu Construction JV
10-1190, 912, 1191, 1192, 913

Section 2．パビリオン Section 2. Pavilions

5 　坂倉準三 「電力館」 SAKAKURA Junzo “Electric Power Pavilion – Electrium”

配置図｜1:200｜1968｜鉛筆、フィルム｜550×801 Site Plan｜Pencil on Film 041-003

GF平面図｜1:100｜1969｜鉛筆、フィルム｜549×801 GF Plan｜Pencil on Film 041-004

2F平面図｜1:100｜1968｜鉛筆、フィルム｜549×800 2nd Floor Plan｜Pencil on Film 041-006

3-4F平面図｜1:100｜1968｜鉛筆、フィルム｜550×800 3-4th Floor Plan｜Pencil on Film 041-008

4-5F平面図｜1:100｜1968｜鉛筆、フィルム｜550×800 4-5th Floor Plan｜Pencil on Film 041-010

南立面図｜1:100｜1968｜鉛筆、フィルム｜551×801 South Elevation｜Pencil on Film 041-013

16-32断面図｜1:100｜1968｜鉛筆、フィルム｜552×801.5 16-32 Section｜Pencil on Film 041-015

6　村田豊「電力館水上劇場」 MURATA Yutaka “Electric Power Pavilion – Floating Theater”

『人類とエネルギー EXPO’70  電力館の記録』｜1970｜編集：「電力館の記録」編集委員会、発

行：株式会社電通｜村田豊旧蔵書誌

Human and Energy , EXPO’70 Report of Electric Power Pavilion, 1970｜Collected by

MURTA Yutaka
7-59-85

配置図｜non scale （1:200）｜1969｜プリント、トレーシングペーパー｜236×362 Site Plan｜Print on Tracing Paper 7-47-70

1階平面図｜non scale （1:50）｜1969｜プリント、トレーシングペーパー｜298×420 1st Floor Plan｜Print on Tracing Paper 7-25-163

2階平面図｜non scale （1:50）｜1969｜プリント、トレーシングペーパー｜298×420 2nd Floor Plan｜Print on Tracing Paper 7-25-160

立面図｜non scale （1:100）｜1969｜プリント、トレーシングペーパー｜298×420 Elevations｜Print on Tracing Paper 7-25-157

矩計図｜non scale （1:50）｜1969｜プリント、トレーシングペーパー｜298×420 Detaild Section｜Print on Tracing Paper 7-25-162

矩計図｜non scale （1:50）｜1969｜プリント、トレーシングペーパー｜298×420｜裏焼を反転 Detaild Section｜Print on Tracing Paper 7-25-166

EXPO’70 FLOATING THEATER YUTAKA MURATA ARCHITECT｜-｜-｜プリント、トレーシング

ペーパー｜302×420
EXPO’70 FLOATING THEATER YUTAKA MURATA ARCHITECT｜Print on Tracing Paper 7-25-159

EXPO'70 THE FLOATING THEATER OF ELECTRIC ENERGY  PAVILION FLOATING SYSTEM｜-

｜-｜プリント、トレーシングペーパー｜298×420

EXPO'70 THE FLOATING THEATER OF ELECTRIC ENERGY  PAVILION FLOATING

SYSTEM｜Print on Tracing Paper
7-25-164

模型写真｜撮影年未詳｜写真ファイル「万博 電力館水上劇場」 Electric Power Pavilion Floating Theater｜Photo Album 7-47-102, 7-50-14
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工事写真｜撮影年未詳｜写真アルバム「EXPO’70 水上劇場」 EXPO’70 Floating Theater｜Photo Album 7-50-1-1

日本万国博電力館別館設計要旨｜-｜1970（推定）｜青焼、カバー｜297×210 Design summary of Electric Power Pavilion, 1970 (estimated)｜Blueprint 7-54-3

EXPO’70 THE SHOWBOAT OF ELECTRIC ENERGY PAVILION 日本万国博電力館 20｜青焼製本｜

426×300
EXPO’70 THE SHOWBOAT OF ELECTRIC ENERGY PAVILION  20｜Blue Print｜426×300 7-47-6

EXPO’70 THE SHOWBOAT OF ELECTRIC ENERGY PAVILION 日本万国博電力館 25｜青焼製本｜

426×300
EXPO’70 THE SHOWBOAT OF ELECTRIC ENERGY PAVILION 25｜Blue Print｜426×300 7-47-7

外観｜プリントから複写｜出典：村田豊建築設計 Exterior｜Source:MURATA Yutaka Archive

外観｜プリントから複写｜出典：村田豊建築設計 Exterior｜Source:MURATA Yutaka Archive

内観｜プリントから複写｜出典：村田豊建築設計 Interior｜Source:MURATA Yutaka Archive

7　村田豊「富士グループパビリオン」 MURATA Yutaka “Fuji Group Pavilion”

「膜構造の建築」対談：村田豊・川口衞、『approach』｜1982｜編集・発行：Takenaka

Komuten Co. Ltd. ｜村田豊旧蔵書誌

“Pneumatic Structure by Yutaka Murata, Mamoru Kawaguchi”, approach , Takenaka

Komuten Co. Ltd. , 1982｜Collected by MURATA Yutaka

村田豊「空気構造の建築」、『季刊 カラム No.71』｜1978｜発行：新日本製鉄株式会社｜村田豊

旧蔵書誌

MURATA Yutaka, Penumatic Structure, Quarterly COLUMN , 1978｜Collected by

MURATA Yutaka

模型写真｜撮影年未詳｜写真ファイル「万博 富士グループパビリオン」 Fuji Group Pavilion ｜Photo Album 7-47-106

配置図｜non scale （1:500）｜1968｜プリント、トレーシングペーパー｜300×420 Site Plan｜Print on Tracing Paper 7-25-137

別館 平面図、断面図｜non scale （1:50）｜1969｜プリント、トレーシングペーパー｜300×420 Anex Plan and Section｜Print on Tracing Paper 7-25-133

1階平面図｜non scale （1:200）｜1968｜プリント、トレーシングペーパー｜300×420 1st Floor Plan｜Print on Tracing Paper 7-25-136

2階平面図｜non scale （1:200）｜1968｜プリント、トレーシングペーパー｜300×420 2nd Floor Plan｜Print on Tracing Paper 7-25-138

内部詳細図｜non scale （1:50）｜1969｜プリント、トレーシングペーパー｜300×420 Detailed Drawings｜Print on Tracing Paper 7-25-124

ソーダファウンテン平面図｜non scale （1:50）｜1969｜プリント、トレーシングペーパー｜300

×420
Plan of Soda Fountain｜Priint on Tracing Papper 7-25-135

内観写真（ソーダファウンテン）｜プリントから複写｜出典：村田豊建築設計 Interior｜Source:MURATA Yutaka Archive

立面図｜non scale （1:200）｜1968｜プリント、トレーシングペーパー｜300×420 Elevation｜Print on Tracing Paper 7-25-140

断面図｜non scale （1:200）｜1968｜プリント、トレーシングペーパー｜300×420 Section｜Print on Tracing Paper 7-25-128

断面図｜1:200｜1968｜インク、トレーシングペーパー｜595×840 Section｜Ink on Tracing Paper 7-13-14

内観透視図｜-｜未詳｜プリント、トレーシングペーパー｜300×420 Interior Perspective｜Print on Tracing Paper 7-25-130

内観透視図｜-｜未詳｜プリント、トレーシングペーパー｜300×420 Interior Perspective｜Print on Tracing Paper 7-25-139

日本万国博富士グループ館 EXPO'70 FUJI GROUP PAVILION 妻壁計画案｜青焼製本｜430×300 EXPO'70 FUJI GROUP PAVILION Drafts of Elevation｜Blueprint 7-47-98

詳細図｜1:100, 1:20｜1969｜鉛筆、トレーシングペーパー｜545×800 Details｜Pencil on Tracing Paper 7-13-15

テスト風景写真｜未詳｜写真アルバム「富士P.東松山試験」 Fuji Group Pavilion ｜Photo Album 7-56-26

工事写真 ｜未詳｜写真アルバム「大阪万博現場　5/26」 Construction Site on 26 May ｜Photo Album 7-51-57

外観｜プリントから複写｜出典：村田豊建築設計 Exterior｜Source:MURATA Yutaka Archive

外観｜提供：大阪府日本万国博覧会記念公園事務所 Exterior｜Courtesy of Osaka Prefectural Expo ’70 Commemorative Park Office

内観｜提供：大阪府日本万国博覧会記念公園事務所 Interior｜Courtesy of Osaka Prefectural Expo ’70 Commemorative Park Office

内観｜提供：大阪府日本万国博覧会記念公園事務所 Interior｜Courtesy of Osaka Prefectural Expo ’70 Commemorative Park Office

8　大谷幸夫「住友童話館」 OTANI Sachio “Sumitomo Pavilion”

7階平面図｜1:100｜未詳｜鉛筆、トレーシングペーパー｜800×1095 7th Floor Plan｜Pencil on Tracing Paper 32-130-8

9階平面図｜1:100｜未詳｜鉛筆、トレーシングペーパー｜800×1095 9th Floor Plan｜Pencil on Tracing Paper 32-130-10

北側立面図｜1:100｜未詳｜鉛筆、トレーシングペーパー｜800×1095 North Elevation｜Pencil on Tracing Paper 32-130-9

ろーろ断面図｜1:100｜未詳｜鉛筆、トレーシングペーパー｜800×1095 Section｜Pencil on Tracing Paper 32-130-11

0-F ドーム割付図No.1｜1:50｜未詳｜鉛筆、トレーシングペーパー｜550×1096 0-F Dome  Layout Drawing No.1｜Pencil on Tracing Paper 32-616-60

0-F 9階詳細図｜1:10, 1:50｜未詳｜鉛筆、トレーシングペーパー｜550×1096 0-F 9th Floor, Detailed Drawing｜Pencil on Tracing Paper 32-616-50

管理棟 劇場棟 立面図｜1:100｜未詳｜鉛筆、トレーシングペーパー｜550×798 Administration Building and Theater Building, Elevation｜Pencil on Tracing Paper 32-616-32

劇場棟 1階平面図｜1:100｜鉛筆、トレーシングペーパー｜550×798 Theater Building, 1st Floor Plan｜Pencil on Tracing Paper 32-616-27

住友童話館スケッチ（6点）｜作成年未詳｜青焼、鉛筆、インク、トレーシングペーパーほか Sketches of Sumitomo Pavilion｜Blueprint, Pencil, Ink on Tracing Paper 32-126、32-130-12

住友童話館（21点）｜作成年未詳｜デジタル複製（青焼、鉛筆、色鉛筆、インク、トレーシング

ペーパーほか）

Sketches of Sumitomo Pavilion｜Digital Images (Blueprint, Pencil, Colored Pencil, Ink on

Tracing Paper)
32-126

9　前川國男「自動車館」 MAYEKAWA Kunio “Automobile Pavilion”

屋根伏図｜1:200｜1968｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜800×800 Roof Plan｜Pencil and Ink on Tracing Paper 24-129-16

平面図　ソノ1（1階）｜1:200｜1968｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜800×800 Plan No.1 (1st Floor)｜Pencil and Ink on Tracing Paper 24-129-30

立面図｜1:200｜1968｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜590×843 Elevation｜Pencil and Ink on Tracing Paper 24-129-10

断面図｜1:200｜1968｜鉛筆、色鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜550×800 Section｜Pencil, Colored Pencil and Ink on Tracing Paper 24-129-17

第2パビリオン　詳細図　その1｜1:100｜1968｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜550×

800
The Second Pavilion, Detailed Drawing Part1｜Pencil and Ink on Tracing Paper 24-129-21

第2パビリオン平面詳細図（変更図）｜1:100｜1968｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜

540×800
The Second Pavilion, Detailed Plan (Revised Drawing)｜Pencil and Ink on Tracing Paper 24-129-36

第一パビリオン　詳細図｜1:100｜1968｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜550×800 The First Pavilion, Detailed Drawing｜Pencil and Ink on Tracing Paper 24-129-18

EXPO'70日本自動車工業会パビリオン計画案（草案）　立面図　平面図｜1:500｜未詳｜鉛筆、色

鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜423×620

EXPO'70 Japan Automobile Manufacturers Association's  Pavilion Proposal Design

(Draft), Elevation and Plan｜Pencil, Colored pencil and Ink on Tracing Paper
24-129-107

自動車館スケッチ（6点）｜作成年未詳｜青焼、鉛筆、色鉛筆、インク、トレーシングペーパーほ

か
Sketches of Automobile Pavilion｜Blueprint, Pencil , Colored Pencil, Ink on Tracing Paper 24-129-112,113,123,127,139,141

自動車館関連｜1970｜デジタル複製（インク、紙）｜提供：大阪府日本万国博覧会記念公園事務

所

Items on Automobile Pavilionr｜Courtesy of Osaka Prefectural Expo ’70 Commemorative

Park Office

10　前川國男「鉄鋼館」 MAYEKAWA Kunio “Steel Pavilion”

外観パース｜-｜未詳｜インク、トレーシングペーパー｜375×440｜所蔵：前川建築設計事務所
Perspective Drawing of Exterior｜Ink on Tracing Paper｜courtesy of MAYEKAWA

ASSOCIATES, ARCHITECTS & ENGINEERS

【借用】Coutesy of

MAYEKAWA_steel_1(1)

鉄鋼館　ホール内部｜-｜未詳｜インク、トレーシングペーパー｜420×760｜所蔵：前川建築設計

事務所

Steel Pavilion Inside the Hall｜Ink on Tracing Paper｜courtesy of MAYEKAWA

ASSOCIATES, ARCHITECTS & ENGINEERS

【借用】Coutesy of

MAYEKAWA_steel_1(2)

VARIATION NO.3｜-｜未詳｜鉛筆、トレーシングペーパー｜280×560｜所蔵：前川建築設計事務

所

VARIATION NO.3｜Pencil on Tracing Paper｜courtesy of MAYEKAWA ASSOCIATES,

ARCHITECTS & ENGINEERS

【借用】Coutesy of

MAYEKAWA_steel_1(43)

VARIATION NO.4｜-｜未詳｜鉛筆、色鉛筆、トレーシングペーパー｜280×560｜所蔵：前川建築

設計事務所

VARIATION NO.4｜Pencil and Colored Pencil on Tracing Paper｜courtesy of MAYEKAWA

ASSOCIATES, ARCHITECTS & ENGINEERS

【借用】Coutesy of

MAYEKAWA_steel_1(14)

鉄鋼パビリオン　第一案｜-｜未詳｜鉛筆、トレーシングペーパー｜420×560｜所蔵：前川建築設

計事務所

Steel Pavilion First Scheme｜Pencil on Tracing Paper｜courtesy of MAYEKAWA

ASSOCIATES, ARCHITECTS & ENGINEERS

【借用】Coutesy of

MAYEKAWA_steel_1(12)

計画案｜-｜未詳｜鉛筆、色鉛筆、トレーシングペーパー｜420×550｜所蔵：前川建築設計事務所
Proposal Design｜Pencil and Colored Pencil on Tracing Paper｜courtesy of MAYEKAWA

ASSOCIATES, ARCHITECTS & ENGINEERS

【借用】Coutesy of

MAYEKAWA_steel_1(49)

1階平面図｜1:200｜未詳｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜540×800｜所蔵：前川建築設

計事務所

1st Floor Plan｜Pencil and Ink on Tracing Paper｜courtesy of MAYEKAWA ASSOCIATES,

ARCHITECTS & ENGINEERS

【借用】Coutesy of

MAYEKAWA_steel_1(32)
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ホール内各所詳細図｜1:50｜1968｜鉛筆、トレーシングペーパー｜540×800｜所蔵：前川建築設

計事務所

Inside the Hall, Detailed Drawing｜Pencil on Tracing Paper｜courtesy of MAYEKAWA

ASSOCIATES, ARCHITECTS & ENGINEERS

【借用】Coutesy of

MAYEKAWA_steel_2(16)

西北側　立面図｜1:200｜未詳｜鉛筆、トレーシングペーパー｜540×800｜所蔵：前川建築設計事

務所

West, North Elevations｜Pencil on Tracing Paper｜courtesy of MAYEKAWA ASSOCIATES,

ARCHITECTS & ENGINEERS

【借用】Coutesy of

MAYEKAWA_steel_1(37)

断面図｜1:200｜未詳｜鉛筆、トレーシングペーパー｜540×800｜所蔵：前川建築設計事務所
Section｜Pencil and Ink on Tracing Paper｜courtesy of MAYEKAWA ASSOCIATES,

ARCHITECTS & ENGINEERS

【借用】Coutesy of

MAYEKAWA_steel_1(39)

外観｜提供：大阪府日本万国博覧会記念公園事務所 Exterior｜Courtesy of Osaka Prefectural Expo ’70 Commemorative Park Office

内観｜提供：大阪府日本万国博覧会記念公園事務所 Interior｜Courtesy of Osaka Prefectural Expo ’70 Commemorative Park Office

内観｜提供：大阪府日本万国博覧会記念公園事務所 Interior｜Courtesy of Osaka Prefectural Expo ’70 Commemorative Park Office

内観｜提供：大阪府日本万国博覧会記念公園事務所 Interior｜Courtesy of Osaka Prefectural Expo ’70 Commemorative Park Office

内観｜提供：大阪府日本万国博覧会記念公園事務所 Interior｜Courtesy of Osaka Prefectural Expo ’70 Commemorative Park Office

展示室内・ロビー映像 Movie Contents

オーラルヒストリー 木村俊彦 -住友童話館 構造設計について-｜2019｜13分11秒｜木村（伊藤）

久枝、渡辺邦夫、佐々木睦朗、浜田英明｜制作：文化庁国立近現代建築館｜撮影・編集：青山真

也｜編集（本展覧会版）吉原聖／セイムービースタジオ

Oral history KIMURA Toshihiko - Structural Design of the Sumitomo Pavilion｜13min

11sec｜KIMURA (ITO) Hisae, WATANABE Kunio, SASAKI Mutsuro, HAMADA Hideaki｜

Productioin: National Archives of Modern Architecture, Agency for Cultural Affairs｜

Filming/Editing: AOYAMA Shinya｜Editing (Exhibition Version): YOSHIHARA Sei/SEI

MOVIE STUDIO

オーラルヒストリー 村田豊　–富士グループパビリオンについて-｜2017｜23分42秒｜川口衞、宇

野求、永野宏、村田あが制作：文化庁国立近現代建築館｜撮影・編集：杉本康貴｜編集（本展覧

会版）吉原聖／セイムービースタジオ

Oral history MURATA Yutaka - FUJI Group Pavilion｜23min 42sec｜KAWAGUCHI Mamoru,

UNO Motomu, NAGANO Hiroshi, MURATA Aga｜Productioin: National Archives of Modern

Architecture, Agency for Cultural Affairs｜Filming/Editing: SUGIMOTO Koki｜Editing

(Exhibition Version): YOSHIHARA Sei/SEI MOVIE STUDIO

オーラルヒストリー 村田豊 –電力館水上劇場について-｜2017｜11分23秒｜川口衞、宇野求、永

野宏、村田あが｜制作：文化庁国立近現代建築館｜撮影・編集：杉本康貴｜編集（本展覧会版）

吉原聖／セイムービースタジオ

Oral history MURATA Yutaka - Electric Power Pavilion – Floating Theater｜11min 23sec｜

KAWAGUCHI Mamoru, UNO Motomu, NAGANO Hiroshi, MURATA Aga｜Productioin:

National Archives of Modern Architecture, Agency for Cultural Affairs｜Filming/Editing:

SUGIMOTO Koki｜Editing (Exhibition Version): YOSHIHARA Sei/SEI MOVIE STUDIO

イントロダクション｜2025｜4分40秒｜制作：文化庁国立近現代建築館｜編集：吉原聖／セイ

ムービースタジオ

Introduction｜4min 40sec｜Productioin: National Archives of Modern Architecture,

Agency for Cultural Affairs｜Editing : YOSHIHARA Sei/SEI MOVIE STUDIO

万博会場マップ Infomation Map of WORLD FAIR in JAPAN

村田豊旧蔵 EXPO’70関連書誌 Books and Magazines Collected by MURATA Yutaka 図書番号 02425, 02435, 02433

大髙正人建築設計 EXPO’70関連 Documents on OTAKA Masato Archive
10-1189, 10-2000-48, 10-2000-242, 10-

1948

大髙正人旧蔵 EXPO’70関連書誌 Books and Magazines Collected by OTAKA Masato 図書番号 02225, 02226

木村俊彦構造設計 図面角筒 Old Case of Drawings Used by KIMURA Toshihiko

坂倉準三旧蔵 EXPO’70関連書誌 Books and Magazines Collected by SAKAKURA Junzo 坂倉 105-1-14, 坂倉 105-1-12

川添登旧蔵 EXPO’70関連書誌 Books and Magazines Collected by KAWAZOE Noboru 真鍋博『万国博イメージ旅行』

館蔵 EXPO’70関連書誌 Books and Magazines Collected by NAMA
図書番号 02198, 02199, 02205, 02203,

02204

大髙正人建築設計 EXPO’75・EXPO’85関連 OTAKA Masato Archive

川添登旧蔵書誌 菊竹清訓編『エコポリス・海岸都市』勁草書房、1994
KIKUTAKE Kiyonori,　International Forum of Young Architects Kobe 93 Organized by IAA ,

the Book Collected by KAWAZOE Noboru

大髙正人建築設計 EXPO’90関連 OTAKA Masato Archive

館蔵 EXPO2005関連書誌 Books and Magazines Collected by NAMA
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第２部 出品リスト

 

1970 日本万国博覧会（大阪万博） EXPO'70 Osaka 資料番号

エキスポタワー　立面図｜-｜-｜インク、紙、ラミネート加工｜3545×910｜所蔵：株式会社情

報建築
Expo Tower Elevation｜Ink on Paper, Laminated｜©KIKUTAKE Kiyonori 【借用】

丹下健三「基幹施設計画 大屋根・お祭り広場」 TANGE Kenzo “Grand Roof・Festival Plaza”

EXPO'70基幹施設計画 （21点）｜1967｜マイクロフィルムをデジタル複製｜サイズ可変｜作成：

日本万国博覧会基幹施設計画グループ、所蔵：株式会社TANGE建築都市設計
21 Drawings of Core Facility｜Digital Images｜Courtesy of Tange Associates

tng_m_057_0115, tng_m_057_0060~0065,

0066~0069, 0070, 0071, 0072, 0073, 0074,

0075, 0076, 0077, 0078, 0079

大屋根・お祭り広場、シンボルゾーン設計図（11点）｜1970｜マイクロフィルムをデジタル複製

｜サイズ可変｜デザイン監修：丹下健三、所蔵：株式会社TANGE建築都市設計

11 Drawings of Grand Roof, Festival Plaza, Symbol Zone｜Digital Images｜Courtesy of

Tange Associates

tng_m_057_0001, 0002, 0003, 0007, 0013,

016, 0023, 0024, 0008, 0011, 0015

日本万国博覧会写真（7点）｜1970年頃｜撮影者未詳、提供：大阪府日本万国博覧会記念公園事

務所

7 Photos of EXPO'70｜Courtesy of Osaka Prefectural Expo ’70 Commemorative Park

Office

菊竹清訓「エキスポタワー・塔広場」 KIKUTAKE Kiyonori “Expo Tower” and “Plaza around the Tower”

北立面図｜1:200｜1968｜プリント、インク、紙｜800×551｜所蔵：株式会社情報建築 North Elevation｜Print and Ink on Paper｜©KIKUTAKE Kiyonori 231追加工事_013

東立面図｜1:200｜1968｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜797×547｜所蔵：株式会社情

報建築
East Elevation｜Pencil and Ink on Tracing Paper｜©KIKUTAKE Kiyonori 231_11_010

0.1.2.3階平面図｜1:200｜1968｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜546×795.5｜所蔵：株

式会社情報建築

Ground floor, 1st, 2nd and 3rd Floor Plan｜Pencil and Ink on Tracing Paper｜©

KIKUTAKE Kiyonori
231_11_007

大髙正人「メインゲート」 OTAKA Masato “Main Gate”

万国博中央口新築工事 屋根伏図｜1:300｜未詳｜鉛筆、トレーシングペーパー｜550×1178 Main Gate Roof Plan｜Pencil on Tracing Paper 10-971-1

万国博中央口新築工事 1階平面図｜1:300｜未詳｜鉛筆、トレーシングペーパー｜560×1160 Main Gate 1st Floor Plan｜Pencil on Tracing Paper 10-972-1

EXPO'70 1～5｜1969-1970｜写真アルバム｜作成：佐藤工業・鉄建建設・東急建設JV
Construction Photo Album 1～5｜by Sato Kogyo, Tekken Corporation, Tokyu

Construction JV
10-1190, 912, 1191, 1192, 913

菊竹清訓「南広場」 KIKUTAKE Kiyonori “South Plaza”

1階平面図｜-｜1968｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜419×593 1st Floor Plan｜Pencil and Ink on Tracing Paper 15-1014-40

2階平面図｜-｜1968｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜421×593 2nd Floor Plan｜Pencil and Ink on Tracing Paper 15-1014-41

配置図｜1:200｜1969｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜539×756 Site Plan｜Pencil and Ink on Tracing Paper 15-1014-39

外観（2点）｜提供：大阪府日本万国博覧会記念公園事務所 Exterior｜Courtesy of Osaka Prefectural Expo ’70 Commemorative Park Office

村田豊「電力館水上劇場」 MURATA Yutaka “Electric Power Pavilion – Floating Theater”

矩計図｜non scale （1:50）｜1969｜プリント、トレーシングペーパー｜298×420｜裏焼を反転 Detaild Section｜Print on Tracing Paper 7-25-166

万博 電力館水上劇場｜撮影年未詳｜写真ファイル Electric Power Pavilion Floating Theater｜Photo Album 7-47-102, 7-50-14

『人類とエネルギー EXPO’70  電力館の記録』｜1970｜編集：「電力館の記録」編集委員会、発

行：株式会社電通｜村田豊旧蔵書誌

Human and Energy, EXPO’70 Report of Electric Power Pavilion , 1970｜Collected by

MURTA Yutaka
7-59-85

日本万国博電力館別館設計要旨｜-｜1970（推定）｜青焼、カバー｜297×210 Design summary of Electric Power Pavilion, 1970 (estimated)｜Blueprint 7-54-3

村田豊「富士グループパビリオン」 MURATA Yutaka “Fuji Group Pavilion”

1階平面図｜non scale （1:200）｜1968｜プリント、トレーシングペーパー｜300×420 1st Floor Plan｜Print on Tracing Paper 7-25-138

内観透視図｜-｜未詳｜プリント、トレーシングペーパー｜300×420 Interior Perspective｜Print on Tracing Paper 77-25-139

万博 富士グループパビリオン｜撮影年未詳｜写真ファイル Fuji Group Pavilion ｜Photo Album 7-47-106

富士P.東松山試験｜撮影年未詳｜写真アルバム Fuji Group Pavilion ｜Photo Album 7-56-26

前川國男「鉄鋼館」 MAYEKAWA Kunio “Steel Pavilion”

外観パース｜-｜未詳｜インク、トレーシングペーパー｜375×440｜所蔵：前川建築設計事務所
Perspective Drawing of Exterior｜Ink on Tracing Paper｜courtesy of MAYEKAWA

ASSOCIATES, ARCHITECTS & ENGINEERS
【借用】MAYEKAWA_steel_1(1)

1階平面図｜1:200｜未詳｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜540×800｜所蔵：前川建築設

計事務所

1st Floor Plan｜Pencil and Ink on Tracing Paper｜courtesy of MAYEKAWA ASSOCIATES,

ARCHITECTS & ENGINEERS
【借用】MAYEKAWA_steel_1(32)

外観｜提供：大阪府日本万国博覧会記念公園事務所 Exterior｜Courtesy of Osaka Prefectural Expo ’70 Commemorative Park Office

内観（4点）｜提供：大阪府日本万国博覧会記念公園事務所 Interior｜Courtesy of Osaka Prefectural Expo ’70 Commemorative Park Office

坂倉準三 「電力館」 SAKAKURA Junzo “Electric Power Pavilion – Electrium”

南立面図｜1:100｜1968｜鉛筆、フィルム｜551×801 South Elevation｜Pencil on Film 041-013

GF平面図｜1:100｜1969｜鉛筆、フィルム｜549×801 GF Plan｜Pencil on Film 041-004

大谷幸夫「住友童話館」 OTANI Sachio “Sumitomo Pavilion”

いーい断面図｜1:100｜-｜鉛筆、トレーシングペーパー｜800×1095 Section｜Pencil on Tracing Paper A-082

スケッチ｜-｜-｜鉛筆、トレーシングペーパー Sketches of Sumitomo Pavilion｜Pencil on Tracing Paper 32-126-38

前川國男「自動車館」 MAYEKAWA Kunio “Automobile Pavilion”

第一パビリオン　詳細図｜1:100｜1968｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜550×800 The First Pavilion, Detailed Drawing｜Pencil and Ink on Tracing Paper A-082

平面図　ソノ1（1階）｜1:200｜1968｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜800×800 Plan No.1 (1st Floor)｜Pencil and Ink on Tracing Paper 24-129-30

万博会場マップ Infomation Map of WORLD FAIR in JAPAN

村田豊旧蔵 EXPO’70関連書誌 Books and Magazines Collected by MURATA Yutaka 02425, 02435

坂倉準三旧蔵 EXPO’70関連書誌 Books and Magazines Collected by SAKAKURA Junzo 坂倉105-1-12,105-1-14

『図集　EXPO'70』｜1969｜編集：大阪府建築部　日本万国博覧会建築物等設計図集編集委員

会、発行：社団法人大阪府建築士会｜大髙正人旧蔵書誌
Illustrated book EXPO'70 , 1969｜Collected by OTAKA Masato

『架構　空間　人間－日本万国博建築写真集・資料集』｜1971｜編集・発行：第2回日本建築祭

実行委員会
Structure Space Mankind EXPO'70 , 1971｜Owned by NAMA

『日本万国博覧会　公式ガイド』｜1970｜編集・発行：日本万国博覧会協会｜大髙正人旧蔵書誌 Expo '70 Official Guidebook,  1970｜Collected by OTAKA Masato

『日本万国博覧会公式ガイドマップ』｜1970｜編集：講談社・東京印書館、発行：大阪府日本万

国博覧会記念公園事務所｜大髙正人旧蔵書誌
Expo '70 Official Guide Map, 1970｜Collected by OTAKA Masato

『日本万国博の建築』｜1970｜編集・発行：朝日新聞社｜大髙正人旧蔵書誌 THE EDIFICE IN EXPO’70 , 1970｜Collected by OTAKA Masato

『沖縄国際海洋博覧会　公式ガイドマップ』｜1975｜編集：株式会社講談社・株式会社電通、発

行：財団法人沖縄国際海洋博覧会協会

International Ocean Exposition Okinawa 1975, Official Guide Map , 1976｜Owned by

NAMA

『沖縄国際海洋博覧会　公式記録（総合編）』｜1976｜編集：株式会社電通、発行：財団法人沖

縄国際海洋博覧会協会｜大髙正人旧蔵書誌

International Ocean Exposition Okinawa 1976, Official Report , 1976｜Collected by

OTAKA Masato

『沖縄国際海洋博覧会　公式ガイドブック』｜1975｜編集：株式会社講談社・株式会社電通、発

行：財団法人沖縄国際海洋博覧会協会

International Ocean Exposition Okinawa 1975, Official Guidebook , 1975｜Owned by

NAMA

『沖縄海洋博建築写真集 自然と海と人間の記録』｜1975｜発行：株式会社新建築社 EXPO’75, OKINAWA ARCHITTECTURE IN PHOTOGRAPHS , 1975｜Owned by NAMA

『Tsukuba Expo'85　公式記録写真集』｜1986｜編集・発行：国際科学技術博覧会協会｜大髙正

人旧蔵書誌
Tsukuba Expo'85 Pictorial Report , 1986｜Collected by OTAKA Masato

『「科学万博つくば'85」建築の記録』｜1985｜編集：「科学万博つくば'85」建築の記録刊行委

員会、発行：財団法人日本建築学会｜大髙正人旧蔵書誌
Tsukuba Expo'85 Architectural Record , 1985｜Collected by OTAKA Masato

『新しい会場環境の創造 : 国際科学技術博覧会会場基盤整備建設記録』｜1985｜編集：住宅都市

整備公団、発行：住宅・都市整備公団研究・学園都市開発局｜大髙正人旧蔵書誌
Venue Infrastructure Construction Record , 1985｜Collected by OTAKA Masato
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『国際科学技術博覧会　会場計画・建設の記録　別冊会場施設図面集』｜1986｜編集・発行：財

団法人国際科学技術博覧会協会、株式会社計画連合｜川添登旧蔵書誌
Record of Venue Planning and Construction , 1986｜Collected by KAWAZOE Noboru

『国際花と緑の博覧会・公式ガイドブック』｜1990｜編集・発行：国際花と緑の博覧会協会｜大

髙正人旧蔵書誌

The International Garden and Greenery Exposition Official Guidebook , 1990｜Collected

by OTAKA Masato

国際花と緑の博覧会 関連パンフレット｜1990｜館蔵大髙正人建築設計資料 Pamphlets of Expo '90｜OTAKA Masato Archive

外国庭園出展プラン図面集｜1990｜館蔵大髙正人建築設計資料 Illustrated book for Foreign Garden Exhibition Plans｜OTAKA Masato Archive

国際花と緑の博覧会　第二次会場計画（案）｜1988｜館蔵大髙正人建築設計資料 Second Venue Plan (draft)｜OTAKA Masato Archive

国際花と緑の博覧会　第二次会場計画（案）　検討資料｜-｜館蔵大髙正人建築設計資料 Second Venue Plan (draft)  Study Materials｜OTAKA Masato Archive

『2005年日本国際博覧会愛・地球博公式ガイドブック』｜2005｜発行：2005年日本国際博覧会協

会
The 2005 World Exposition, Aichi, Japan, Official Guidebook , 2005｜Owned by NAMA

『2005年日本国際博覧会公式記録』｜2006｜発行：2005年日本国際博覧会協会 The 2005 World Exposition, Aichi, Japan, Official Report , 2006｜Owned by NAMA

1975 沖縄国際海洋博覧会（沖縄海洋博） EXPO'75 Okinawa

木村俊彦「水族館構造設計資料」 KIMURA Toshihiko “Aquarium Structural Documents”

基礎・2階伏図｜1:200｜1973｜プリント、トレーシングペーパー｜520×780 Foundation, 2nd Floor Plan｜Print on Tracing Paper 14-72-037

基礎・3階伏図｜1:200｜1973｜プリント、トレーシングペーパー｜530×772 Foundation, 3rd Floor Plan｜Print on Tracing Paper 14-72-038

PC軸組図 (1)｜1:200｜1973｜プリント、トレーシングペーパー｜520×775 PC Framing Elevation (1)｜Print on Tracing Paper 14-72-043

PCユニット配筋詳細図｜1:20｜1973｜プリント、トレーシングペーパー｜520×770 Details of PC Unit Reinforcement｜Print on Tracing Paper 14-72-053

PC床版詳細図｜1:20, 1:5｜1973｜プリント、トレーシングペーパー｜520×770 Details of PC Floor Slab｜Print on Tracing Paper 14-72-058

ショープール　伏図・軸組図｜1:200｜1975｜プリント、鉛筆、トレーシングペーパー｜540×

795

Show Pool (Open Air Pool), Plan and Framing Elevation｜Print and Pencil on Tracing

Paper
14-72-010

ショープール　つり屋根縁梁設計｜1975｜鉛筆、インク、プリント、紙、青焼き、感熱紙
Show Pool (Open Air Pool), Documents of the Suspended Roof｜Pencil, Ink, Print on

Paper, Blueprint, Thermal paper
14-539

『沖縄海洋博建築写真集 自然と海と人間の記録』｜1975｜発行：株式会社新建築社｜村田豊旧蔵

書誌

EXPO’75, OKINAWA ARCHITTECTURE IN PHOTOGRAPHS ｜ Collected by MURATA

Yutaka
02436

「［寄稿］魚クラスター 槇 文彦」『建築画報　98号』｜1975｜発行：建築画報社｜村田豊旧蔵

書誌

“Fish Cluster” by MAKI Fumihiko, A Monthly Journal of Photograph Architecture ｜

Collected by MURATA Yutaka
02485

菊竹清訓「アクアポリス」 KIKUTAKE Kiyonori “Aquapolis”

比較検討表｜-｜-｜インク、トレーシングペーパー｜1294×850｜所蔵：株式会社情報建築 Comparison Chart of Building Types｜Ink on Tracing Paper｜©KIKUTAKE Kiyonori 【借用】15-1190-17

スケッチ｜-｜1973｜鉛筆、トレーシングペーパー｜332×255｜所蔵：株式会社情報建築 Sketch｜Pencil on Tracing Paper｜©KIKUTAKE  Kiyonori 【借用】文75-5

スケッチ｜-｜1973｜インク、トレーシングペーパー、紙 ｜450×384｜所蔵：株式会社情報建築 Sketch｜Ink on Tracing Paper and Paper｜©KIKUTAKE  Kiyonori 【借用】0045-003

スケッチ｜-｜-｜インク、トレーシングペーパー ｜426×606｜所蔵：株式会社情報建築 Sketch｜Ink on Tracing Paper｜©KIKUTAKE  Kiyonori 【借用】0045-007

スケッチ｜-｜-｜インク、トレーシングペーパー｜425×491｜所蔵：株式会社情報建築 Sketch｜Ink on Tracing Paper｜©KIKUTAKE  Kiyonori 【借用】0045-006

スケッチ｜-｜-｜インク、トレーシングペーパー｜425×607｜所蔵：株式会社情報建築 Sketch｜Ink on Tracing Paper｜©KIKUTAKE  Kiyonori 【借用】0045-008

一般図｜1:500｜-｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜588×845｜所蔵：株式会社情報建築 Basic Drawing｜Pencil and Ink on Tracing Paper｜©KIKUTAKE  Kiyonori 【借用】0046-003

全体立面図｜1:200｜1973｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜580×846｜所蔵：株式会社

情報建築
Whole Elevations｜Pencil and Ink on Tracing Paper｜©KIKUTAKE Kiyonori 【借用】0048-017

アクアポリス渡海橋一般図｜1:500｜-｜プリント、トレーシングペーパー｜597×843｜所蔵：株

式会社情報建築

Basic Drawing of the Sea Bridge to Aquapolis｜Print on Tracing Paper｜©KIKUTAKE

Kiyonori
【借用】0050-009

広場面積の比較図｜-｜-｜インク、スクリーントーン、トレーシングペーパー｜584×548｜所

蔵：株式会社情報建築

Comparison of Various Plazas｜Ink and Screen-tone on Tracing Paper｜©KIKUTAKE

Kiyonori
【借用】15-1190-16

外観（2点）｜出典: 沖縄国際海洋博覧会協会『沖縄国際海洋博覧会公式記録 総合編』 Exterior｜Source: International Ocean Exposition Okinawa 1975, Official Report

村田豊「沖縄博への提案」 MURATA Yutaka “Proposal for International Ocean Exposition, Okinawa 1975”

計画案 EXPO'75 OKINAWA 配置図｜1:1000｜1973｜インク、トレーシングペーパー｜595×418 Early Scheme EXPO 75 OKINAWA Site Plan｜Ink on Tracing Paper 7-33-67

計画案 EXPO'75 OKINAWA 平面図｜1:200｜1973｜インク、スクリーントーン、トレーシング

ペーパー｜420×590
Early Scheme EXPO 75 OKINAWA Floor Plan｜Ink, Screen-tone on Tracing Paper 7-33-78

計画案 EXPO'75 OKINAWA 断面図｜1:200｜1973｜インク、スクリーントーン、トレーシング

ペーパー｜420×598
Early Scheme EXPO 75 OKINAWA Section｜Ink, Screen-tone on Tracing Paper 7-33-79

村田豊「芙蓉グループパビリオン」 MURATA Yutaka “Fuyo Group Pavilion”

屋根伏図｜1:100｜1973-1975｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜595×845 Roof Plan｜Pencil, Ink on Tracing Paper 7-32-76

1階平面図｜1:100｜1973-1974｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜594×847 1st Floor Plan｜Pencil, Ink on Tracing Paper 7-32-69

北立面図 南立面図｜1:100｜1973-1974｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜597×834 North Elevation, South Elevation｜Pencil, Ink on Tracing Paper 7-32-70

断面図｜1:100｜1973-1974｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜593×837 Sections｜Pencil, Ink on Tracing Paper 7-32-29

キャットウォークタラップ詳細図｜1:5, 1:20｜1974｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜596

×846
Details of Catwalk Ladder｜Pencil, Ink on Tracing Paper 7-32-33

管理棟屋根植生計画｜-｜1975｜鉛筆、色鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜548×798 Vegetation planning of Annex｜Pencil, Colored pencil, Ink on Tracing Paper 7-32-97

計画案 1階平面図｜1:100｜1974｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜594×844 Early Scheme of 1st Floor Plan｜Pencil, Ink on Tracing Paper 7-33-12

計画案 断面図｜1:100｜1974｜鉛筆、色鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜594×840 Early Scheme of Sections｜Pencil, Colored Pencil, Ink on Tracing Paper 7-33-15

1985 国際科学技術博覧会（つくば科学万博） EXPO'85 Tsukuba

国際科学技術博覧会会場計画第一次試案 First Tentative Plan for the International Tsukuba Exposition Venue Plan

科学技術博覧会主会場委員会　議事録｜1981｜川添登資料 Minutes｜KAWAZOE Noboru Archive 16-57-14

大髙正人案｜1981｜大髙正人建築設計資料 OTAKA Masato's Master Plan｜OTAKA Masato Archive （報告書より複製）

黒川紀章案｜1981｜川添登資料 KUROKAWA Kisho's Master Plan｜KAWAZOE Noboru Archive 16-57-14

粟津潔案｜1981｜川添登資料 AWAZU Kiyoshi's Master Plan｜KAWAZOE Noboru Archive 16-57-14

栄久庵憲司案｜1981｜川添登資料 EKUAN Kenji's Master Plan｜KAWAZOE Noboru Archive 16-57-14

磯崎新案｜1981｜川添登資料、大髙正人建築設計資料 ISOZAKI Arata's Master Plan｜KAWAZOE Noboru Archive, OTAKA Masato Archive 16-57-14, 10-809-4

槇文彦案｜1981｜川添登資料 MAKI Fumihiko's Master Plan｜KAWAZOE Noboru Archive 16-57-14

菊竹清訓案｜1981｜川添登資料 KIKUTAKE Kiyonori's Master Plan｜KAWAZOE Noboru Archive 16-57-14

7案の統合案（作成：曽根幸一） ｜1981｜川添登資料、大髙正人建築設計資料
Integrated Master Plan of the 7 Plans by SONE Koichi｜KAWAZOE Noboru Archive,

OTAKA Masato Archive
16-57-14

財団法人国際科学技術博覧会協会『会場基本計画案策定調査』（3冊）｜1981｜大髙正人建築設

計資料

The Association for International Exposition, Tsukuba, Japan, 1985, Venue Master Plan

Formulation Survey ｜OTAKA Masato Archive

全体配置計画｜1982｜大髙正人建築設計資料 Whole Site Plan｜OTAKA Masato Archive 10-1-2-1-727-34

主会場計画関連記録｜1981.5～1981.9｜川添登資料 Records of the Main Venue Planning｜KAWAZOE Noboru Archive 16-51-61~65, 70~76

財団法人国際科学技術博覧会協会『国際科学技術博覧会会場計画第一次試案』｜1981｜複製｜大

髙正人建築設計資料

The Association for International Exposition, Tsukuba, Japan, 1985, First Tentative Plan

for the International Tsukuba Exposition Venue Plan ｜Duplication｜OTAKA Masato

Archive
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大髙正人「Fブロック 外国館・エキスポホール」 OTAKA Masato “F Block Foreign Pavilions and Expo Hall”

外国展示館 基本設計 配置図（計画案）｜1:500｜1983｜鉛筆、色鉛筆、トレーシングペーパー｜

593×837
Foreign Pavilion, Early Scheme of Site Plan｜Pencil, Colored Pencil on Tracing Paper 10-605-48

Fブロックアクソノメトリック｜-｜-｜鉛筆、トレーシングペーパー｜593×820 F Block, Axonometric｜Pencil on Tracing Paper 10-250-6

F BLOCK パース、配置図｜-｜-｜インク、紙、トレーシングペーパー｜486×343 F Block, Perspective and Site Plan｜Ink, Papers on Tracing Paper 10-305-38

外国館 アクソノメトリック、断面図｜-｜-｜インク、鉛筆、スクリーントーン、紙、トレーシン

グペーパー｜415×292

Foreign Pavilion, Axonometric and Section｜Ink, Pencil, Screen-tone, Papers on Tracing

Paper
10-305-36

外国展示館（F-1号館） 立面図 断面図｜1:200｜-｜鉛筆、トレーシングぺーパー｜590×837 Foreign Pavilion, Elevations and Sections｜Pencil on Tracing Paper 10-610-28

小ホール（エキスポホール） 2階平面図｜1:100｜1985｜鉛筆、トレーシングペーパー｜595×

840
Expo Hall, 2nd Floor Plan｜Pencil on Tracing Paper 10-616-12

小ホール（エキスポホール） 断面図｜1:100｜1985｜鉛筆、色鉛筆、トレーシングペーパー｜595

×840
Expo Hall, Sections｜Pencil, Colored Pencil on Tracing Paper 10-616-16

小ホール（エキスポホール） 立面図｜1:30｜1985｜鉛筆、色鉛筆、トレーシングペーパー｜596

×844
Expo Hall, Elevation｜Pencil, Colored Pencil on Tracing Paper 10-603-11

エキスポホール 鉄骨姿図｜-｜-｜｜インク、鉛筆、トレーシングペーパー｜605×840 Expo Hall, Steel Structure Diagram｜Ink, Pencil on Tracing Paper 10-246-8

菊竹清訓「Bブロック外国館」 KIKUTAKE Kiyonori “B Block Foreign Pavilions”

平面図｜-｜1984｜鉛筆、色鉛筆、青焼き、紙｜596×1195｜所蔵：株式会社情報建築 Floor Plan｜Pencil and Colored Pencil on Blueprint and Paper｜©KIKUTAKE Kiyonori 【借用】15-2007-050

植栽工事平面図｜1:50｜-｜プリント、鉛筆、トレーシングペーパー｜594×1120｜所蔵：株式会

社情報建築

Planting Construction Floor Plan｜Print and Pencil on Tracing Paper｜©KIKUTAKE

Kiyonori
【借用】15-2010-025

断面詳細図｜1:50,1:10｜-｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜596×841｜所蔵：株式会社

情報建築
Detailed Section｜Pencil and Ink on Tracing Paper｜©KIKUTAKE Kiyonori 【借用】15-2021-011

立面図｜1:200｜-｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜596×841｜所蔵：株式会社情報建築 Elevation｜Pencil and Ink on Tracing Paper｜©KIKUTAKE Kiyonori 【借用】15-2021-008

断面図｜1:200｜-｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜596×841｜所蔵：株式会社情報建築 Section｜Pencil and Ink on Tracing Paper｜©KIKUTAKE Kiyonori 【借用】15-2021-009

配置計画｜1:500｜1983｜鉛筆、インク、トレーシングペーパー｜591×840｜所蔵：株式会社情

報建築
Site Plannig｜Pencil and Ink on Tracing Paper｜©KIKUTAKE Kiyonori 【借用】15-2012-011

スケッチ（9点）｜1983｜インク、鉛筆、色鉛筆、プリント、トレーシングペーパー｜所蔵：株

式会社情報建築
Sketches｜Ink, Pencil, Colored Pencil, Print on Tracing Paper｜©KIKUTAKE Kiyonori

【借用】15-2007-11, 15-2007-16, 15-

2007-17, 15-2009-43, 15-2016-2, 15-2016-

高橋てい一＋第一工房「迎賓館（協会本部別館）」 TAKAHASHI Teiichi + DAIICHI-KOBO “Guest House”

レセプションホール断面図｜1:30｜1984｜プリント、鉛筆、トレーシングペーパー｜591×841 Reception Hall Section｜Print and Pencil on Tracing Paper 23-415-43

立面図｜1:100｜-｜プリント、トレーシングペーパー｜594×998 Elevation｜Print on Tracing Paper 23-414-90

屋根伏図｜1:100｜-｜プリント、トレーシングペーパー｜596×999 Roof Plan｜Print on Tracing Paper 23-414-89

平面図｜1:100｜-｜プリント、トレーシングペーパー｜596×999 Floor Plan｜Print on Tracing Paper 23-414-88

展開詳細図｜1:50｜-｜プリント、トレーシングペーパー｜591×838 Interior Elevation｜Print on Tracing Paper 23-414-98

展開詳細図｜1:50｜-｜プリント、トレーシングペーパー｜591×840 Interior Elevation｜Print on Tracing Paper 23-414-99

1990 国際花と緑の博覧会（花博） EXPO'90 Osaka

磯崎新「国際陳列館」「水の館」 ISOZAKI Arata “International Exhibition Hall”, “Water Hall”

磯崎新　外国展示館 模型写真  ｜-｜1993｜プリント、紙｜297×420｜館蔵大髙正人建築設計資

料

Isozaki Arata, Model of International Exhibition Hall｜Print on Paper｜OTAKA Masato

Archive
10-5980

磯崎新　外国展示館 基本計画図 1階平面図 ｜-｜1993｜プリント、紙｜297×420｜館蔵大髙正人

建築設計資料

Isozaki Arata, 1st Floor Plan of International Exhibition Hall｜Print on Paper｜OTAKA

Masato Archive
10-5980

磯崎新　外国展示館 基本計画図　立面図 ｜-｜1993｜プリント、紙｜297×420｜館蔵大髙正人建

築設計資料

Isozaki Arata, Elevations of International Exhibition Hall｜Print on Paper｜OTAKA Masato

Archive
10-5980

磯崎新　外国展示館 基本計画図  断面図｜-｜1993｜プリント、紙｜297×420｜館蔵大髙正人建

築設計資料

Isozaki Arata, Sections of International Exhibition Hall｜Print on Paper｜OTAKA Masato

Archive
10-5980

『国際花と緑の博覧会記録写真集』｜1990｜編集：花と緑EXPO'90出版事務局、発行：開隆堂
The International Garden and Greenery Exposition, Osaka, Japan 1990 - Photograph

Album , 1990 ｜Owned by NAMA

『国際展示館記録集』｜1990｜編集・発行：財団法人国際花と緑の博覧会協会 Record of The International Exhibits Hall,  1990｜Owned by NAMA

『新建築　1990年5月号』｜1990｜発行：株式会社新建築社 SHINKENCHIKU , 1990｜Owned by NAMA

13フォリー Osaka Follies

世界の建築家花博につどう実行委員会主催「世界の建築家花博につどう 都市と住宅 人間環境再

考」｜-｜1990｜プリント、紙｜所蔵：建築・都市ワークショップ

"Architects from around the world gather at the EXPO 1990: Rethinking the human

environment: cities and housing"｜Pamphlet｜Courtesy of Workshop for Architecture and

Urbanism

【借用】

 『大阪フォリー』  Architectural Association of London、建築・都市ワークショップ、1991｜所

蔵：建築・都市ワークショップ

"OSAKA FOLLIES ", Architectural Assosiation of London and  Workshop for Architecture

and Urbanism, 1991｜Courtesy of Workshop for Architecture and Urbanism
【借用】

マクドナルド＆ソルター　フォリー1 ｜-｜1991｜プリント、紙｜229×458｜館蔵『OSAKA

FOLLIES』 Architectural Association of London、建築・都市ワークショップ、1991｜所蔵：建

築・都市ワークショップ

Macdonald & Salter, Folly 1｜Print on Paper｜Source: "OSAKA FOLLIES" Architectural

Association of London and  Workshop for Architecture and Urbanism, 1991｜Courtesy of

Workshop for Architecture and Urbanism

【借用】

模型写真｜撮影：アトリエモビル、所蔵：建築・都市ワークショップ
Model Photo｜Photo by Atelier Mobile, By Courtesy of Workshop for Architecture and

Urbanism
【借用】

アーキテクテュルビュロー・ボレス＝ウィルソン　フォリー2 ｜-｜1991｜プリント、紙｜229×

229｜館蔵『OSAKA FOLLIES』 Architectural Association of London、建築・都市ワークショッ

プ、1991｜所蔵：建築・都市ワークショップ

Architekturbüro Bolles-Wison, Folly 2｜Print on Paper｜Source: "OSAKA FOLLIES"

Architectural Association of London and  Workshop for Architecture and Urbanism, 1991

｜Courtesy of Workshop for Architecture and Urbanism

【借用】

模型写真｜撮影：ピーター・ウィルソン、所蔵：建築・都市ワークショップ
Model Photo｜Photo by Peter Wilson, By Courtesy of Workshop for Architecture and

Urbanism
【借用】

ザハ・ハディッド　フォリー3 ｜-｜1991｜プリント、紙｜229×229｜館蔵『OSAKA FOLLIES』

Architectural Association of London、建築・都市ワークショップ、1991｜所蔵：建築・都市ワー

クショップ

Zaha Hadid, Folly 3｜Print on Paper｜Source: "OSAKA FOLLIES" Architectural

Association of London and  Workshop for Architecture and Urbanism, 1991｜Courtesy of

Workshop for Architecture and Urbanism

【借用】

模型写真｜撮影・所蔵：建築・都市ワークショップ Model Photo｜By Courtesy of Workshop for Architecture and Urbanism 【借用】

鈴木了二　フォリー4 ｜-｜1991｜プリント、紙｜229×687｜館蔵『OSAKA FOLLIES』

Architectural Association of London、建築・都市ワークショップ、1991｜所蔵：建築・都市ワー

クショップ

SUZUKI Ryoji, Folly 4｜Print on Paper｜Source: "OSAKA FOLLIES" Architectural

Association of London and  Workshop for Architecture and Urbanism, 1991｜Courtesy of

Workshop for Architecture and Urbanism

【借用】

模型写真（2点）｜撮影・所蔵：建築・都市ワークショップ Model Photo｜By Courtesy of Workshop for Architecture and Urbanism 【借用】

クック＆ホーリー　フォリー5 ｜-｜1991｜プリント、紙｜229×229｜館蔵『OSAKA FOLLIES』

Architectural Association of London、建築・都市ワークショップ、1991｜所蔵：建築・都市ワー

クショップ

Cook & Hawley, Folly 5｜Print on Paper｜Source: "OSAKA FOLLIES" Architectural

Association of London and  Workshop for Architecture and Urbanism, 1991｜Courtesy of

Workshop for Architecture and Urbanism

【借用】

模型写真｜撮影：安藤和弘、所蔵：建築・都市ワークショップ
Model Photo｜Photo by ANDO Kazuhiro, By Courtesy of Workshop for Architecture and

Urbanism
【借用】

コープ・ヒンメルブラウ　フォリー6 ｜-｜1991｜プリント、紙｜229×687｜館蔵『OSAKA

FOLLIES』 Architectural Association of London、建築・都市ワークショップ、1991｜所蔵：建

築・都市ワークショップ

Coop Himmelb(l)au, Folly 6｜Print on Paper｜Source: "OSAKA FOLLIES" Architectural

Association of London and  Workshop for Architecture and Urbanism, 1991｜Courtesy of

Workshop for Architecture and Urbanism

【借用】
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模型写真｜撮影・所蔵：建築・都市ワークショップ Model Photo｜By Courtesy of Workshop for Architecture and Urbanism 【借用】

マルティネス・ラペーニャ＆トーレス アーキテクツ　フォリー7 ｜-｜1991｜プリント、紙｜229

×229｜館蔵『OSAKA FOLLIES』 Architectural Association of London、建築・都市ワーク

ショップ、1991｜所蔵：建築・都市ワークショップ

Martínez Lapeña – Torres Architects, Folly 7｜Print on Paper｜Source: "OSAKA FOLLIES"

Architectural Association of London and  Workshop for Architecture and Urbanism, 1991

｜Courtesy of Workshop for Architecture and Urbanism

【借用】

外観（3点）｜撮影・所蔵：建築・都市ワークショップ Exterior｜By Courtesy of Workshop for Architecture and Urbanism 【借用】

モーフォシス　フォリー8｜-｜1991｜プリント、紙｜229×229｜館蔵『OSAKA FOLLIES』

Architectural Association of London、建築・都市ワークショップ、1991｜所蔵：建築・都市ワー

クショップ

Morphosis, Folly 8｜Print on Paper｜Source: "OSAKA FOLLIES" Architectural Association

of London and  Workshop for Architecture and Urbanism, 1991｜Courtesy of Workshop

for Architecture and Urbanism

【借用】

模型写真（2点）｜撮影・所蔵：建築・都市ワークショップ Model Photo｜By Courtesy of Workshop for Architecture and Urbanism 【借用】

ダニエル・リベスキンド　フォリー9 ｜-｜1991｜プリント、紙｜229×687｜館蔵『OSAKA

FOLLIES』 Architectural Association of London、建築・都市ワークショップ、1991｜所蔵：建

築・都市ワークショップ

Daniel Libeskind, Folly 9｜Print on Paper｜Source: "OSAKA FOLLIES" Architectural

Association of London and  Workshop for Architecture and Urbanism, 1991｜Courtesy of

Workshop for Architecture and Urbanism

【借用】

模型写真｜撮影・所蔵：建築・都市ワークショップ Model Photo｜By Courtesy of Workshop for Architecture and Urbanism 【借用】

アンドレア・ブランツィ　フォリー10 ｜-｜1991｜プリント、紙｜229×229｜館蔵『OSAKA

FOLLIES』 Architectural Association of London、建築・都市ワークショップ、1991｜所蔵：建

築・都市ワークショップ

Andrea Branzi, Folly 10｜Print on Paper｜Source: "OSAKA FOLLIES" Architectural

Association of London and  Workshop for Architecture and Urbanism, 1991｜Courtesy of

Workshop for Architecture and Urbanism

【借用】

外観（2点）｜撮影・所蔵：建築・都市ワークショップ Exterior｜By Courtesy of Workshop for Architecture and Urbanism 【借用】

ジガンテス＆ゼンゲリス　フォリー11 ｜-｜1991｜プリント、紙｜229×229｜館蔵『OSAKA

FOLLIES』 Architectural Association of London、建築・都市ワークショップ、1991｜所蔵：建

築・都市ワークショップ

Gigantes Zenghelis, Folly 11｜Print on Paper｜Source: "OSAKA FOLLIES" Architectural

Association of London and  Workshop for Architecture and Urbanism, 1991｜Courtesy of

Workshop for Architecture and Urbanism

【借用】

模型写真｜撮影：八束はじめ Model Photo｜Photo by YATSUKA Hajime 【借用】

八束はじめ　フォリー12・13 ｜-｜1991｜プリント、紙｜229×458｜館蔵『OSAKA FOLLIES』

Architectural Association of London、建築・都市ワークショップ、1991｜所蔵：建築・都市ワー

クショップ

YATSUKA Hajime, Folly 12, 13｜Print on Paper｜Source: "OSAKA FOLLIES" Architectural

Association of London and  Workshop for Architecture and Urbanism, 1991｜Courtesy of

Workshop for Architecture and Urbanism

【借用】

模型写真（2点）｜撮影：八束はじめ Model Photo｜Photo by YATSUKA Hajime 【借用】

「テレスコープ 4号」 Autumn1989、建築・都市ワークショップ｜所蔵：建築・都市ワーク

ショップ

TELESCOPE the printed city , Autumn1989,  Workshop for Architecture and Urbanism｜

Courtesy of Workshop for Architecture and Urbanism
【借用】

国際花と緑の博覧会フォリー写真｜1990｜35mmポジフィルムをデジタル複製｜サイズ可変｜館

蔵建築・都市ワークショップ作成スライドマウントファイル「国際花と緑の博覧会 フォリー 写

真」｜所蔵：建築・都市ワークショップ

Photo Record of the International Garden and Greenery Exposition｜Digital Images｜

Courtesy of Workshop for Architecture and Urbanism
【借用】

2005 日本国際博覧会（愛・地球博 / 愛知万博） EXPO2005 Aichi

菊竹清訓「グローバル・ループ」 KIKUTAKE Kiyonori “Global Loop”

GLレベル全体平面図｜1:1500｜2002｜プリント・トレーシングペーパー｜842×595｜所蔵：株

式会社情報建築
Whole Floor Plan at GL Level｜Print on Tracing Paper｜©KIKUTAKE Kiyonori 【借用】ループ-012

柱脚部掘削計画図｜1:2000 1:120｜2002｜プリント・トレーシングペーパー｜594×842｜所蔵：

株式会社情報建築
Excavation Plan of Column Base ｜Print on Tracing Paper｜©KIKUTAKE Kiyonori 【借用】ループ-054

パーゴラ1詳細図｜1:100 1:30 1:10｜2002｜プリント・トレーシングペーパー｜594×842｜所

蔵：株式会社情報建築
Pergola 1Detailed Drawing｜Print on Tracing Paper｜©KIKUTAKE Kiyonori 【借用】ループ-048

ループ構造種別標準図｜1:150｜2002｜プリント・トレーシングペーパー｜842×594｜所蔵：株

式会社情報建築

Loop Standard Drawing of Structural types｜Print on Tracing Paper｜©KIKUTAKE

Kiyonori
【借用】ループ-015

2005年日本国際博覧会（愛知万博）　基本計画｜2001｜発行：財団法人2005年日本国際博覧会協

会｜所蔵：株式会社情報建築

Basic Design Plan｜Japan Association for the 2005 World Exposition｜©KIKUTAKE

Kiyonori
【借用】

2005年日本国際博覧会　ループ建築実施設計業務　報告書Ⅰ工区｜2003｜青焼製本｜発行：財団

法人2005年日本国際博覧会協会、菊竹清訓建築設計事務所・環境システム研究所設計共同体｜所

蔵：株式会社情報建築

Detailed Design Work for the Loop, Report｜Blueprint｜Japan Association for the 2005

World Exposition, KIKUTAKE Kiyonori・ESCO｜©KIKUTAKE Kiyonori
【借用】

2005年日本国際博覧会　会場基本計画作成業務　報告書｜2001｜発行：財団法人2005年日本国際

博覧会協会｜所蔵：株式会社情報建築

Master Plan Development, Report｜Japan Association for the 2005 World Exposition｜©

KIKUTAKE Kiyonori
【借用】

2005年日本国際博覧会　会場基本設計業務（ループ）　基本設計計画書｜2002｜発行：財団法人

2005年日本国際博覧会協会、菊竹清訓建築設計事務所・環境システム研究所設計共同体｜所蔵：

株式会社情報建築

Master Plan Development(Loop), Basic Design Plan｜Japan Association for the 2005

World Exposition, KIKUTAKE Kiyonori・ESCO｜©KIKUTAKE Kiyonori
【借用】

2005年日本国際博覧会　会場基本設計業務（ループ）　基本設計計画書（概要版）｜2002｜発

行：財団法人2005年日本国際博覧会協会、菊竹清訓建築設計事務所・環境システム研究所設計共

同体｜所蔵：株式会社情報建築

Master Plan Development(Loop), Basic Design Plan(Summary)｜Japan Association for

the 2005 World Exposition, KIKUTAKE Kiyonori・ESCO｜©KIKUTAKE Kiyonori
【借用】

『新建築　2005年5月号』｜2005｜発行：株式会社新建築社 SHINKENCHIKU , 2005｜Owned by NAMA

高橋てい一＋第一工房「瀬戸愛知県館」 TAKAHASHI Teiichi + DAIICHI-KOBO “Aichi Pavilion Seto”

1階平面図｜1:100｜2003｜プリント、トレーシングペーパー｜592×840 1st Floor Plan｜Print on Tracing Paper 23-413-20

2階平面図｜1:100｜2003｜プリント、トレーシングペーパー｜592×840 2nd Floor Plan｜Print on Tracing Paper 23-413-21

南立面図｜1:150｜2003｜プリント、トレーシングペーパー｜592×840 South Elevation｜Print on Tracing Paper 23-413-25

断面図｜1:150｜2003｜プリント、トレーシングペーパー｜592×840 Section｜Print on Tracing Paper 23-413-28

矩形図｜1:50｜2003｜プリント、トレーシングペーパー｜592×840 Detailed Section｜Print on Tracing Paper 23-413-33

構造概要図｜1:200｜2003｜プリント、トレーシングペーパー｜592×840 Structural Outline Drawing｜Print on Tracing Paper 23-413-84

模型写真（仮設時・3点）｜-｜-｜館蔵高橋靗一・第一工房資料 Model（Temporary）｜TAKAHASHI Teiichi and DAIICHI-KOBO Associates Archive

模型写真（恒久部・3点）｜-｜-｜館蔵高橋靗一・第一工房資料 Model（Permanent）｜TAKAHASHI Teiichi and DAIICHI-KOBO Associates Archive

ロビー映像 Movie Contents

イントロダクション｜2025｜4分40秒｜制作：文化庁国立近現代建築資料館｜編集：吉原聖／セ

イムービースタジオ

Introduction｜4min 40sec｜Production: National Archives of Modern Architecture, Agency

for Cultural Affairs｜Editing : YOSHIHARA Sei/SEI MOVIE STUDIO
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会場レイアウト図 

第 1 部 展示室レイアウト 
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第１部 展示室壁面展開図 
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第 2 部 展示室レイアウト 
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第２部 展示室壁面展開図 
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会場写真 

■第 1 部 会場写真 

１-１ 丹下健三「基幹施設計画 大屋根・お祭り広場」 

 

 

１-２ 菊竹清訓「南広場」 
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１-３ 菊竹清訓「エキスポタワー・塔広場」

 

 

１- 4 大髙正人「メインゲート」 
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オーラルヒストリー 木村俊彦、村田豊

 

 

１-９ 前川國男「自動車館」 
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中央円形台 

1975 沖縄国際海洋博覧会（沖縄海洋博）、1985 国際科学技術博覧会（つくば科学万博） 

 

 

中央円形台  

1990 国際花と緑の博覧会（花博）、2005 日本国際博覧会（愛・地球博 / 愛知万博） 
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■第２部 会場写真 

1975 沖縄国際海洋博覧会（沖縄海洋博） 

木村俊彦「水族館構造設計資料」 

 

 

村田豊「芙蓉グループパビリオン」 
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1985 国際科学技術博覧会（つくば科学万博） 

菊竹清訓「B ブロック外国館」 

 

 

1990 国際花と緑の博覧会（花博） 

磯崎新「国際陳列館」「水の館」 
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1990 国際花と緑の博覧会（花博） 

13 フォリー 

 

 

2005 日本国際博覧会（愛・地球博 / 愛知万博） 

高橋てい一＋第一工房「瀬戸愛知県館」 
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床サイン 1990 国際花と緑の博覧会（花博） 

 

 

第２部 中央円形台 
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■当館展示担当職員によるガイドツアー 

全日 14 時から約 50 分で開催 

第１部 ガイドツアー 
 

開催日 参加者数 

4 月 3 日（木） 10 名 

4 月 17 日（木） 21 名 

5 月 1 日（木） 18 名 

5 月 15 日（木） 20 名 

合計 69 名 

第２部 ガイドツアー 
 

開催日 参加者数 

7 月 3 日（木） 10 名 

7 月 17 日（木） 17 名 

7 月 31 日（木） 17 名 

8 月 21 日（木） 26 名 

合計 70 名 

 

 

 

 

 

 

合計 139 名 
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第１部 館内シンポジウム： 参加者 40 名 

日時：３月２３日（日）14:00～15:30 

主題：「EXPO’70（大阪万博）を回想し、再考する」 

パネラーおよびテーマ： 

「大阪万博の会場計画」田路貴浩（京都大学大学院工学研究科建築学専攻教授） 

「お祭り広場のデザイン」前田尚武（京都美術工芸大学特任教授） 

「世界の万博建築の系譜」小林克弘（当館主任建築資料調査官・東京都立大学名誉教授) 

進行：王聖美（当館研究補佐員） 

 

第２部 館内シンポジウム： 参加者 68 名 

日時：６月２８日（土）14:00～15:30 

主題：「知られざる試みと隠れた意義―EXPO’75 以降の万博会場デザインについて」 

パネラーおよびテーマ： 

「幻のマスタープラン群つくば科学万博」 

小林克弘（当館主任建築資料調査官・東京都立大学名誉教授) 

「OsakaFollies/大阪フォリーは役立たず建築だったのか？花と緑の博覧会 1990 年」 

鈴木明 （近現代建築論、工学博士) 

「EXPO にみる建築の TURNING POINT―between analogue – digital」 

宇野求（建築家、工学博士） 

進行：王聖美（当館研究補佐員） 
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広 報 
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日別来場者数 

 

正門 岩崎邸 合計

7 金 30 0 30 曇 ※関係者プレビューの日

8 土 0 73 73 曇のち雨

9 日 0 141 141 晴

10 月 7 0 7 晴 【休館日】神奈川県立図書館関係者 7名

11 火 27 41 68 曇

12 水 38 42 80 曇のち雨 日本民家小委員会 7名

13 木 37 31 68 晴 国交省・研修生 10名含む

14 金 72 35 107 晴 テンプル大学学生 18名

15 土 0 115 115 曇のち雨

16 日 0 41 41 雨

17 月 0 晴 休館日

18 火 23 25 48 曇

19 水 19 18 37 雨/雪のち晴

20 祝・木 0 105 105 晴

21 金 78 94 172 晴

22 土 0 118 118 晴

23 日 9 133 142 晴 シンポジウム開催（参加者40名）関係者9名

24 月 0 休館日

25 火 30 54 84 晴

26 水 38 33 71 晴

27 木 22 58 80 晴

28 金 52 18 70 雨のち晴

29 土 0 39 39 雨

30 日 0 128 128 曇

31 月 0 休館日

1 火 17 5 22 雨

2 水 24 15 39 雨

3 木 27 21 48 雨 ガイドツアー（10名）

4 金 42 45 87 晴

5 土 0 133 133 晴

6 日 0 122 122 曇

7 月 0 休館日

8 火 24 25 49 晴

9 水 30 25 55 晴

10 木 33 20 53 曇

11 金 22 9 31 曇

12 土 0 156 156 晴

13 日 0 40 40 雨

14 月 0 休館日

15 火 34 25 59 晴

16 水 34 22 56 晴

17 木 55 22 77 晴 ガイドツアー（21名）

18 金 42 21 63 晴

19 土 0 112 112 晴

20 日 0 125 125 曇

21 月 0 休館日

22 火 29 26 55 曇

23 水 10 14 24 雨

24 木 30 15 45 曇

25 金 123 32 155 曇 【団体見学・ガイドあり】①建設株式会社18名　②サイエンスフロンティア高等学校63名

26 土 0 112 112 晴のち曇

27 日 0 140 140 晴

28 月 0

29 祝・火 0 155 155 晴

30 水 60 48 108 晴

1 木 63 66 129 晴 ガイドツアー（18名）

2 金 14 33 47 雨

3 土 0 149 149 晴

4 日 0 520 520 晴 岩崎邸無料開園日

5 祝・月 0 210 210 晴

6 振・火 0 43 43 雨

7 水 17 35 52 晴

8 木 45 29 74 曇 【団体見学・ガイドあり】青山学院大学 16名

9 金 51 62 113 曇 【団体見学・ガイドあり】多摩美術大学 12名

10 土 0 74 74 雨のち曇

11 日 0 155 155 晴

12 月 0 休館日

13 火 33 33 66 晴

14 水 34 32 66 晴

15 木 126 42 168 晴 ガイドツアー（20名）【団体見学・ガイドあり】多摩美術大学 20名 フロリダ大学18名

16 金 45 35 80 晴

17 土 0 58 58 雨

18 日 0 146 146 曇 国際博物館の日記念館内シンポジウム３回上映（１回目3人＋２回目4人＋３回目2人）

19 月 0 休館日

20 火 48 20 68 晴 【団体見学・ガイドあり】法政大学・千葉大学 30名

21 水 80 33 113 晴

22 木 46 28 74 曇

23 金 75 43 118 曇

24 土 0 407 407 曇 東京建築祭ガイドツアー（30名）含む

25 日 0 308 308 曇

合計 1,795 5,388 7,183

天気 連絡事項

4

5

月 日にち 曜日
入館者数

3
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正門 岩崎邸 合計

※関係者プレビューなし

14 土 0 87 87 曇/雨

15 日 0 53 53 曇

16 月 0 休館日

17 火 40 12 52 晴

18 水 53 20 73 晴

19 木 50 8 58 晴

20 金 67 30 97 晴

21 土 0 101 101 晴

22 日 0 57 57 晴

23 月 0 休館日

24 火 22 17 39 くもり

25 水 28 13 41 雨

26 木 30 15 45 曇

27 金 55 20 75 晴

28 土 0 130 130 晴 シンポジウム開催（午前上映会参加者22人、午後シンポ参加者68人）

29 日 0 80 80 晴

30 月 0 休館日

1 火 33 11 44 晴・曇

2 水 26 28 54 曇

3 木 29 9 38 晴 ガイドツアー（10名）

4 金 86 20 106 晴 高校生団体40名、文化庁職員 15名

5 土 0 50 50 晴

6 日 0 54 54 晴

7 月 0 休館日

8 火 22 20 42 晴

9 水 25 15 40 晴

10 木 18 11 29 晴

11 金 46 25 71 曇り

12 土 0 107 107 曇り

13 日 0 59 59 晴

14 月 0 休館日

15 火 33 8 41 雨のち曇り

16 水 19 23 42 雨・曇

17 木 37 10 47 晴 ガイドツアー（17名）

18 金 37 33 70 晴 習志野市建築士会見学（12名・ガイドあり）

19 土 71 71 晴

20 日 0 97 97 晴

21 祝・月 0 70 70 晴 海の日

22 火 晴 休館日

23 水 32 15 47 晴

24 木 27 16 43 晴

25 金 29 21 50 晴

26 土 0 67 67 晴

27 日 0 62 62 晴

28 月 0 休館日

29 火 60 11 71 晴 千葉大 19名

30 水 16 15 31 晴

31 木 29 18 47 晴 ガイドツアー (17名)

1 金 25 18 43 曇・雨

2 土 0 51 51 曇・晴

3 日 0 68 68 晴

4 月 0 休館日

5 火 17 18 35 晴（猛暑）

6 水 24 11 35 晴（猛暑）

7 木 23 18 41 晴

8 金 49 27 76 晴・雨 国交省見学者 20名

9 土 0 62 62 晴

10 日 0 54 54 雨

11 祝・月 0 112 112 曇・雨 山の日　シンポジウム映像上映会（第1部）

12 火 0 休館日

13 水 43 32 75 晴

14 木 67 48 115 晴

15 金 67 43 110 晴

16 土 0 96 96 晴 シンポジウム映像上映会（第2部）視聴者16人（6人⁺10人）

17 日 0 66 66 晴

18 月 0 休館日

19 火 26 10 36 晴

20 水 45 18 63 晴

21 木 12 48 60 晴 ガイドツアー (26名)

22 金 47 16 63 曇

23 土 0 86 86 晴

24 日 0 98 98 晴 シンポジウム映像上映会（第2部）視聴者18人（8人⁺10人）

25 月 0 休館日

26 火 149 41 190 晴

27 水 147 29 176 晴

28 木 148 31 179 曇

29 金 199 34 233 晴

30 土 0 415 415 晴

31 日 0 446 446 晴

合計 2,037 3,585 5,622

天気 連絡事項

6

7

8

月 日にち 曜日
入館者数
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アンケート結果 回答数：850 件（第 1 部 426 件、第 2 部 424 件） 

 
 

  

10代未満

1%

10代

12%

20代

26%

30代

13%

40代

11%

50代

19%

60代

15%

70歳以上

3%

年齢：総計 10代未満

1%

10代

19%

20代

28%
30代

6%

40代

6%

50代

19%

60代

17%

70歳以上

4%
年齢：第１部 10代未満

2%
10代

5%

20代

23%

30代

19%40代

15%

50代

19%

60代

14%

70歳以上

3%

年齢：第２部

学生

24%

社会人

59%

その他

10%

tourist
3%

inhabitant
1%

無回答

3%
職業：総計

学生

33%

社会人

50%

その他

9%

tourist
4%

inhabitant
1%

無回答

3%

職業：第１部

学生

16%

社会人

68%

その他

11%

tourist
2%

inhabitant
1%

無回答

2%

職業：第２部

建築関係者

23%

建築関係

者以外

54%

無回答

23%

建築関係者：総計

建築関係者

25%

建築関係

者以外

51%

無回答

24%

建築関係者：第１部

建築関係者

22%

建築関係

者以外

57%

無回答

21%

建築関係者：第２部

ポスター

やチラシ

18%
旧岩崎邸

庭園

18%

資料館

HP
29%

資料館以外

HP…

新聞・雑

誌

3%

SNS
23%

きっかけ：総計

ポスター

やチラシ

23%

旧岩崎邸

庭園

21%
資料館

HP
27%

資料館以外HP
10%

新聞・雑誌

3% SNS
16%

きっかけ：第１部

ポスター

やチラシ

8%旧岩崎邸庭園

11%

資料館

HP
35%

資料館以

外HP
7%

新聞・雑誌

3%

SNS
36%

きっかけ：第２部
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初めて

68%

2回目

9%

3回目

5%

4回以上

18%

来館回数：総計

初めて

67%

2回目

10%

3回目

5%

4回以上

18%

来館回数：第１部

初めて

69%

2回目

8%

3回目

5%

4回以上

18%

来館回数：第２部

はい

85%

いいえ

3% どちらとも

いえない
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■第 1 部 コメント（感想・ご意見） 

 CAD がまだ一般的ではない時代の建築家たちの熱い思いが伝わってき

てよかったです 

 来てよかった。第二部も行きたいし、友人と大阪・関西万博に行くので

その前にこの展示を見てもらうだけでも万博への理解が深まると感じ

た。 

 日本で開催されたこれまでの万博が建築の観点から体系的にまとめられ

ており、時代背景も含めて位置付けが理解できた。2025 大阪万博をよ

り深く考える気付きを得られた。 

 映像と合わせて貴重な資料が拝見できて興味深かったです 

 建築図だけでなく設備図もあればなお良かった。 

 かつての大阪万博の資料が残っているのは凄い、手書きの図面が歴史を

感じた 

 EXPO'70 当時は小学校３年生でした。1970 年の大阪万博の話を聞くた

びに、当時のカルチャーショックの想い出が蘇って、懐かしく思いま

す。生まれて初めて洋式トイレを見たのも、この万博でした。今回の展

示で、当時、設計や建築された方々の苦労や工夫や思いを映像で観るこ

とができて、さらに EXPO'70 への思いが深まりました。ありがとうご

ざいました。 

 建築の設計記録が保管されていて、興味深かった 

 元々建築が好きで、こちらの資料館にも脚を運んでおります。 

万博は正直あまり興味が無かったのですが、友人の誘いをきっかけに

EXPO2025 に行くことになり、下調べをし、行って参りました。建築

好きにとってみれば天国でしかない場で、EXPO70 にも興味を持ちまし

た。まだ CAD ではない手書きの繊細な図面は美術品質でした。また構

想案も多数展示があり楽しめました。第 2 部も観にきます。図録が欲し

いです。 

 手書きであんなに美しい図面を描かれたことに驚き、あんなにのびやか

なデザインの建築が沢山つくられていたことを知って驚きました。実際

に見てみたかったです。 

 毎回楽しみにしています。建築への迷いのないフォーカスが素晴らしい

です。 

 大阪博に合わせてだと思いますが、良いタイミングだと思います。過去

の万博踏まえて、現代における答えは何なのか、自分の目でたしかめた

くなり、行くことにします。 

 EXPO’７０のパビリオン建設に至る過程の一部を垣間見る有意義な 1 日

でした。また、見に来たいです。 

 図面が手書きで大変な作業になるなと感じた。そう考えると現在は技術

やツールが誰でも手に入るので、設計者による違いが出にくくなるなと

感じた。 

 手書き図面の緻密さに感動しました。図面から建築への熱意があふれて

いる。それが私にも伝わってくる。そういうところが今の CAD にない

喜びでした。ありがとうございました。 

 図面を描いた人に話を聞きたい 

 現在私塾を経営しています。建築に興味のある生徒たちに EXPO70 の

図面を見せたいと思い、下見に来ました。とてもおもしろかったです。

生徒を連れてまた来ます。 

 展示の資料の記載内容が全体的に字が小さく少し読みにくかった。内容

自体は興味深いものが多かった。 

 過去の展示で好評だった回等、再展示を願います。この資料館の存在を

知った時、安藤忠雄の回は既に終わっていて、パンフレットもメルカリ

で高額な値段で販売されていて、非常に残念でした。 

本来の目的とは異なる目的で来館（利用)される人がいる事も残念で

す。無料はありがたいですが、本人の ID と配布資料がひも付される等

何か工夫がほしいです。 

 興味深く拝見させていただきました。 

 スケッチが美術の粋に達していて図面の意味がわからずとも楽しめた 

 2025 万博で働くので、歴史を知れて良かった。 

 建築設計の仕事をするきっかけとなったのが EXPO70 の建築です。こ

の幼少期の体験が現在の自分に大きな影響を与えました。主催された方

に感謝します。 

 思った以上にさびしい展示でした 

 実際に複数回、会場に足を運んだ者としては様々な答え合わせのような

ものでした。大変すばらしかったです。 

 建築の知識をもう少し増やしてからもう一度来たいと思いました。 

 丹下さんの大屋根を見たかった。 

 他のパビリオンの図面資料も見たいです。 

 万国博なのに、企業館のみに焦点が当たり、海外館の図面が全くないの

が残念でした(外国館を日本人建築家がデザインすることはないので当

たり前ですが・・・） 

 万博が各地で開催されたことをすっかり忘れていました。 

 学生の時建築を学びました。当時の図面、大変興味深く見学させていた

だきました。 

 少しむずかしかった！ 

 すごくいろんなものがありました 

 昔の万博のほうが楽しそうでした 

 もう少し分かりやすくまとめてくれた方が良い。ワクワクしながら見れ

るように工夫してくれたら若い層へ万博への興味が出ると思う。 

 外部に CM 等もっと発信するべき 

 とても勉強になる展示で、たくさんの建築士の方が関わっていると知る

ことができたので、大阪万博開催にあたってもっと多くの人が見てほし

いと思った。 

 良かったです。後半も楽しみです。 

 おちついて見られる施設でとても良かったです 

 旧岩崎邸の見学で存在を知ったのですが、おもしろい展示をしていて良

かった。過去の万博のことを知れて良かった。もっと存在をアピールし

た方がいいと思います！！（台東区民ですが知らなかったので） 

 子供の頃に大阪に住んでいて、何回も親に連れて行ってもらいました。

なつかしいですし、子供ながらに良く覚えていました。 海外パビリオ

ンの情報はないものでしょうか。海外で設計されていたのでしょうか。 

コインロッカーは簡単に使えるようにしてほしい。 映像にライトが映

り込んで写真がとりにくい。きれいにとることができない。 

 つくばには行ったので昔を思い出します。良い時代でした。大阪にはい

きませんでした。今回 2025 の大阪は行きたいと思います。 

 展示だけで興味をひかれなかった。各会場のジオラマ等があれば多少は

面白いかも 

 建築関係でないと分かりにくい内容だと思います。 

 貴重な資料を拝見でき、とても参考になりました。 
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 他にもたくさんのパビリオンがあったかと思いますが、そちらの方は無

くなってしまったのでしょうか？残念です。有れば展示していただけれ

ばと思いましたので。太陽の塔はやはり無理でしたか。（でもなつかし

く思い、感謝です） 

 大阪万博を間近に控え、これまでの日本に於ける万博の歴史、そして

EXPO の意義について学べました。 

 大阪万博以外のパビリオンの建築物の図面がもう少し多かったらいいな

と思う（つくば出身なので）。 

 村田豊の空気膜構造についてのコンテンツで興味深いことが話されてい

て印象に残った。 

 I hope the exhibition can provide audio guide for the visitor. 

 生きてない時代のものだったが、現在にも通用するようなものでおもし

ろかった。模型が欲しかった。 

 ガイドツアーわかりやすかったです。万博の各施設の映像展示があると

実際どう動いていたのか、イメージがわくと思うのであったらぜひ見た

かったです。 ガイドツアーをこれからも継続して実施いただけるとあ

りがたいです。 

 1970 年の一部でも確認できまして、うれしく思います。 

 1970 年建築家のパワーを感じた。2025 年の万博でも同じことを感じ

るだろうか？ 

 素晴らしい！ 

 Will come again if there is any other interesting Topic Other 

Japan architecture exhibition. 

 1985 つくば EXPO がなつかしかったです。 

 70 大阪万博を体験した者としては非常に感慨深い展示内容でした！

（当時小学 3 年） 

 お祭り広場以外のパビリオンも知ることができてよかったです。どのパ

ビリオンも今見ても新しい印象を受けました。今建築を勉強しているの

で、将来自分も万博にたずさわりたいです。また 4 月 13 日からはじま

る万博にももっと興味がわきました。 

 第２部楽しみにしております。 

 素晴らしいです！他では見たことがない資料ばかりで感動いたしまし

た。また別展も来ようと思います。展示レイアウトも大変みやすかった

です。 

 お祭り広場、太陽の塔との関係を深く知りたかった。 

 大阪万博に行きたくなりました。 

 こちらの施設へ一度来館してみたいと常々思っており、やっと実現しま

した。地方の人間なので、なかなか見られない貴重な資料ばかり、感動

しました。父が建築業者、娘が建築に興味を持っているので、本人たち

にも見て欲しかったです。今年は大阪万博の年でもあり、機会があれ

ば、今年の万博にも行って、現地の建築物を観てみたいと考えておりま

す。今回はすばらしい展示、有難うございました、とても楽しませてい

ただきました。 

 建築の図面などが多くて難しめだった。もう少し色合いが多いと楽しめ

そう。 

 筑波の万博跡や他の博物館に行きたくなりました。興味をも持たせてい

ただき誠にありがとうございます。 

 大阪万博に行きたくなりました。大阪万博の紹介もあると、より楽しめ

たかと思います。 

 興味ある分野をより知れて良かった。 

 注目ポイントがあれば、それを示してくれているともっと面白いと思

う。（本屋さんのポップみたいに）模型も見たいです！ 

 建築資料館をこれからもっと大きく 博物館になって欲しいと思いま

す。 

 一度も万博に行ったことはありませんが、万博に対する多くの人々の熱

気が建築を通して十分感じられました。後期もまた来ます。期待してい

ます。ありがとうございました。 

 えんぴつと色えんぴつで書いている図面がキレイだなぁと思いました。 

 6 月の展示も来たいと思います。図面は読み慣れていないですが、じっ

くり拝見でき、興味を持ちました。 

 モリゾーがなつかしかった！ 

 I appreciate texts + Columns in English 

 Blueprints were beautiful! 

 もう少し当時の写真等があれば、建築物に対する解像度が上がったよう

に感じます。個々の万博ごとの展示はそれぞれを比較できておもしろか

ったです。 

 落ちついて観覧できた。配置も見やすかった。インタビューの音声がき

きとりづらかった。字幕もずっと見ているとつかれてくる。クリアにイ

コライズしていただけたら助かります。 

 初めて見る物が多かった。 

 前回の大阪万博や花博は経験していないため、建築という観点から学ぶ

ことができ、面白かったです。当時検討に関わった方々のインタビュー

映像が残っているのは非常に貴重だと感じました。 

 大阪万博、花博、沖縄博に興味をもっていたので、よかったです。 ア

クアポリスの図面があれば…、花博フォリーの写真があれば… 

 技術面からの解説が見れるとうれしいです。 

 大変良かった。一部解像度の悪い写真があったのが残念。 

 図面がとても正確に描かれていて、とても作るのに時間がかかりそうだ

と感じた。また、芸術と安全の両立が難しいと感じた。 

 寸法や部屋・廊下の配置などが描かれた図面や、普段見られないパビリ

オンの建物の構造についての資料など、建築とそれの過程などの概要を

詳しく知れて良かったです。 

 正直難しいとおもった図面なども、ガイドさんのわかりやすい説明によ

り、図面・スケッチなどに興味を持つことができた。 

 今年は万博に行くので、万博の建物のデザインが決まるまでの考え方や

デザイン案を見られてとても面白かった。 

 万博の建築の一つ一つが驚きにあふれていてとてもおもしろかった。エ

キスポタワーがとりこわされてしまって今見れないことを悲しく思った

が、なので多くの建築物が図面で見ることができて良かった。 

 昔と今の万博のちがいについて知ることができてよかった。将来建築に

ついて詳しくなれるようにがんばりたい。 

 当時の図面は鉛筆なのに、きれいな線で、細くかかれていて驚きまし

た。また建築士の大変さを知ることができました。見ていてとても面白

かったです。 

 ドームの天井の構造が美しくてよかった。エキスポタワーの図面がとく

によかった。 

 菊竹清訓の設計したエキスポタワーの資料がとても良かった。 

 菊竹清訓さんの図面が精密で迫力があり、印象に残った。 

 wiki なり、クイズなりでしかみたことない人達が、実際に書いた設計図

を見れて、なんと表現すべきか、「生きている」というか、この目で見

ることでよりいっそう、自分のものになった気がする。 
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 一目見て凄いってなるものは見当たらなかったけど、図面をよく見ると

とても細かく描き込まれていて、噛めば噛むほど味がした。 

 万博の建物ができる過程を知れて良かった。水や空気の建物も一見難し

そうだが、その工夫がわかり良かった。 

 そうぞう性が拡がりました。建築中の建築家の考えが伺えたり、図面の

情報が思ったよりはシンプルだったりで新たな発見がありました。 

 万博の期間限定だったからこそできた前衛的な建築物の設計を見て実際

その時に行って見てみたいと思った。 

 数多くある図面をそれぞれの建築家が手描きしていることに感銘を受け

た。凄腕の建築家でもやはり試行錯誤していることに改めて気づき、建

築・工学の面白さを感じた。 

 建築についてあまり知識がない中でも楽しめるなと感じました。また、

スケッチの線の一本一本が緻密に書かれており、美しいと感じました。 

 当時の技術や建築家の考えを資料を通して理解できたのでよかったで

す。 

 当時の生の書きこみがされたスケッチが興味深かったです。 

 建築家に興味があるため、プロの図面がたくさんみれて興味深かった。 

 ふだん見られないスケッチから建物が何を考えて作られているのか知る

ことができた。 

 丁寧にきれいにかざってあって見てて楽しかったです。また、パビリオ

ンごとに説明があってとても楽しかったです。 

 資料室にはどのような図面がねむっているのか気になりました。

2025EXPO 展も見てみたいです。 

 わかりやすいスケッチ、解説、ありがとうございました。それぞれの特

徴的な建物が見やすく、おもしろかったです！！ 

 他のパビリオンの図面や当時の苦労話なども聞きたい。（特に 70 年大

阪万博） 

 懐かしく、また、2025 との対比して見る上で参考になる。 

 まだ大阪万博（2025）は行っていませんが、だいぶ進歩しているなー

と感じました。大阪万博が楽しみになりました！ 

 保存、管理の良さに今更ながら驚きます！永久に／未来に～。 

 手描きの資料がキレイに残っていることと、当時の熱い想いが残ってい

ることに感動した。 

 前川事務所の図面のみごたえがよかった。 

 アナログの図面は人の手でかかれたと思えない程、精密で、見ていて感

動しました。各博覧会でのテーマに合わせた建築のアイデアが独創的で

面白かったです。 

 小林先生の解説がたいへんわかりやすかった。今回の関西万博は”解体”

に注目とのお話し参考になりました。 

 図面をじっくり見たいけれど、つかれてしまって見られなかった。 

 面白かったです。戦前に一度行う予定だったのは知りませんでした。大

阪に行ってみようと思います。 

 万博はつくばのみいきましたが、懐かしく観覧しました。後期もうかが

います。 

 企画展だけでなく常設展も実施して欲しい。それだけの資料はあるは

ず。 

 照明が暗く、図面がみにくかった。 

 いつか今年の万博の図面も見たいですね、 

 もっと当時の写真等があるとわかりやすいなと思った。当時のことをほ

とんど知らないので。 

 みゃくみゃくもっと見たかった。母がエレベーターなくて見れなかっ

た。 

 大阪万博（1970 年）の時代はまだ幼かったので、魅力がわかりません

でしたが、年齢を重ねる中で、興味と感心が高まりました。貴重な資料

に感動です。 

 もっとスケッチや模型が見てみたい 

 手描きで良く細かくかかれていて見ごたえがあった。 

 建築に詳しくないので難しかったです。 

 図面の解説が多めでよかったです。 

 Archives としての経緯を見られたのが面白かった。 

 建築家の思考の過程が理解できました。ありがとうございました。 

 今ちょうど万博をやっているので今までの万博についてを知ることがで

きてよかったです。 

 万博の設計にかんする資料などをみれて、たのしかったです。 

 手描きの図面を久しぶりに見て、そういえばこんなだったと感動しまし

た。 

 博覧会を見る前に、資料館の雰囲気に圧倒されました。地味な感じの外

観でしたが、中に入ると別世界で、何より見学者の多さや熱心さに気分

が高ようしました。ガイドツアー参加してみたいです。 

 本当に興味深い展示でした。愛知万博の図面も見たいです。 

 とても興味深く拝見しました。万博は建築的にとても意義があります

ね。 

 写真撮影が一部認められていたのが良かった点です。 

 もう少し初心者にも分かる展示をお願いします。 

 今回も大変ワクワクする図面を拝見することができました。館内に蚊が

多いので、対策して欲しいです。室内の温度をもう少しだけ下げて欲し

いです。過去の展示から回顧展を企画して欲しいです。また、図面から

読みとく空間についてなど企画していただけますと大変幸いです。 

 書籍資料も読めるとよりよかった。5/15 に来場しましたが、展示室内

がかなり暑かったです。飲み物も飲めないため熱中症になりそうでし

た。空調をもう少し強くしていただきたいです。（せめて展示室前の空

間だけでも） 

 Amazing work, wish there was A/C 

 建築については全くの素人ですが、建築図面を見て実際の建築物を想像

する楽しさを味わわせていただきました。（特に永久に残すことを想定

していないからこその突飛なデザインだからこその楽しさかもしれませ

ん）大阪万博の翌年に生まれた私に取っては、想像することしかできな

いもので 

 図面と映像で当時の雰囲気が感じられてよかった。今後紙で保存が少な

くなっていく中、今後とも資料収集の大切さがよくわかったので、継続

した資料収集に期待します。 

 前回一人で見た時にはほどんど意味が分からなかったものも、小林先生

の展示解説を聞いて理解できたり、興味を持てたりすることができまし

た。後期も来たいし、できれば展示解説を聞いてみたいと思いました。 

 Great documents and drawings. I would like to see some books 

and to read them, some English ones. 

 映像コンテンツでもありましたが、建築が最終型に至るまでに、建築

家、構造設計、施工会社のやりとり、そのつみかさねが少しは具体的に

イメージとしてとらえられて良かったです。1975 万博はもう少しパビ

リオンを残して欲しかったですね。万博が何のためにあるのか、万博に
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とって、建築がどのような意味を持つのか、今後にどう反映されるの

か、それが知ることができたのも良かったです。 

 日本の万博展・前期展では、パビリオンの設計図や地図、当時の万博会

場に誇る周辺地区が面白そうでした。 

 大学の設計課題では、毎回 CAD や 3D を用いて検討しているため、そ

れがない時代の手書き図面の迫力に圧倒された。どんな時間と労力をか

けてこれを作り上げているのだろうと思った。スケッチやダイヤグラム

から思考の過程を垣間見れたのも面白かった。 また、日本自動車工業

会の第二パビリオンのステージ部分にあった円形の物は何だったのか気

になった。開催時の写真や内観パースがもっとあったら、建築を学んで

いない人にもより分かりやすかったと思う。 

 各国の技術の象徴や、当時注目されていた膜構造がふんだんに使われて

いて、日本の建築の勢いを感じた。また、CAD が使われていない時代

に、手書きで製作された圧巻の図面はとても見応えがあった。 

 途中のスケッチやイメージなどが展示されていたので、複雑な建築をど

のように考えて言ったのか、思考の過程を辿れる気がして分かりやすか

ったと思います。 

 想像していたよりも沢山の図面やコラム、スケッチがあって過去の万博

の建築物、パビリオンについて深く知ることができとても有益な時間で

した。入って左側に展示されていた図面の寸法が現在の方向と逆読みで

書かれていたのが何か理由があるのかとても気になりました。また、第

二回のひと・自然・環境の方もとても興味があるので是非参加したいで

す。 

 普段目にすることのできない、手書きの原本図面の数々や、貴重な会談

の映像資料などを見る事ができとても有益でした。 ただ図面や模型を

見るだけでなく、どこに工夫を凝らしたのかなどの過程を知る事ができ

た事が、今後、勉学や研究を行う上でとても良い学びになりました。 

 建築図面を切り口に大阪万博について学ぶことで、時代背景をふまえて

建築を見ることの面白さを知ることができた。どのようなメリットとデ

メリットからこの構造を選んだのか、この建築によってどんな可能性を

示していたのか、考えながら見ることで現代にも通じるものが見えてき

た。また課題も明らかになると思った。 

 展示の内容のボリュームに驚きました。日本の建築資料を国内に留めて

おくために、国立近現代建築資料館の存在を多くの人に知ってもらうべ

きだと感じました。 

 多くが手書きの図面となっており、手書きの線ならではの図面表現に感

動しました。また、村田豊氏の空気膜構造のパビリオンや、ストレート

に表現が現れている住友童話館など、パビリオンならではの挑戦と実験

の成果、当時の勢いと意気込みを感じさせる力強さがありました。プレ

キャスト工法を用いた、十字の部材による効率的な施工を目指したり、

大屋根を少しずつ持ち上げていく方法で建設したり、大阪万博としてあ

の規模感のものを完成させるために当時はものすごく力が入っていたの

だなと感じました。 

 どの資料も普段の学生生活では見ることが難しいようなものばかりだっ

た。 図面やテキスト、ドローイング等の資料を見比べながら当時の建

築家の考えていたことや、どのような世の中だったのかを知ることがで

きた。同時にツアーを行なって頂き万博の熱い熱気や実験的な空気感を

知ることができました。 

 わたしが生まれる前の万博建築を、スケッチ段階のものから詳しく見る

ことができて、とても勉強になりました。 

 2025 年の大阪万博に行きたくなるような展示だった。 

 巨匠たちがどのように作品を作っていったかが垣間見得たのが面白かっ

たです。 

 展示物の量や選出が素晴らしいと感じました。見ていて疲れない物量で

ありながら、建築物ができるまでのプロセスがしっかりと伝わります。

また 1970 年の万博ということで、建築に求められる機能や役割が今と

はひと味違いますが、未知の技術・空間を創り出そうとする建築家たち

の情熱や想いが現在にくらべひときわ強いように感じられました。 

 貴重な資料ばかりで、特に図面を間近で見る機会はなかなかないため、

大変勉強になりました。ガイドツアーのお話でもあったように、単に後

から説明されるプロジェクトのプロセスとは異なり、実際の図面やスケ

ッチ、当時の本などからプロセスを追って見ることができるのは、建築

資料館だからできることの一つだと思います。また、万博という、今考

えるべき大きなテーマを選んでいただけて、それを資料から学ぶという

大切な機会を作っている大事な展示だと思いました。ありがとうござい

ます。 

 自分は過去の万博についての知識が全くなく、今回のツアーを通して学

ばせていただきました。今回学んだ万博は一つだけでしたが、参加でき

たら２回目のツアーにも参加し、それ以降の沖縄、愛知の万博について

も学べたらなと思いました。 

 愛知や沖縄などでも万博が開催されていた事は知らなかった。他にも何

度かあるのかもしれないが、なぜ自分の認知が薄いのか気になる。今年

の大阪万博以前は 1970 年の大阪関西万博以降何もやっていないと思っ

ていた。 

 その時代の社会の背景や建築家がどのようなことを考えて設計していっ

たのかが図面を通してここまで知れることを知って、図面により興味を

持てました。 

 まず、万博の全貌を捉えた航空写真を初めて見ました。現在開催されて

いる大阪万博の報道で流れる航空写真と似ているなと思いました。70

年万博は大屋根と太陽の塔しか知らなかったので、どこか非現実のよう

な、どこでやったのかも実感がないような印象でしたが、実際の航空写

真を見たら、本当に大阪でやっていたんだと実感出来ました。 

 この展覧会を通じて大阪万博に行ってみたいと強く思うようになりまし

た。また今までの背景や歴史を蓄えた上で今回の大阪万博はどのように

なっているかとても楽しみになりました。 

 通常ではみられないような貴重な資料を見ることができ、実際の建築物

の写真だけではわからない内情や、建築家たちの想いを感じられて面白

かった。 

 一般的に展示される図面は実際に建てられたものの図面が多いと思いま

すが、今回の展示で実際にできていない図面であったり、試作する段階

でのスケッチや図面も含まれていたので、各館がどのように出来上がっ

たのか、どのような思いが込まれているのかが少しでも想像できて面白

かったです。 

 私は万博について全く知識がなかったのですが、それでも建築や図面自

体にとても魅力があり、その図面という貴重な資料を間近で見ることが

でき、とても興味深かったです。 

 キャプションを取り除き図面中心の展示は観やすい。基本設計、実施設

計のみならずドローイング、ダイヤグラム、さらには建設時の写真等設

計者の人物像を見せる展示は面白かった。特に住友童話館の図面が興味

深かった。構造としての柱のプロットとその構成部材、円盤上の浮遊し

た展示室のタイルには三角形が使われてメタボリズムの決定ルールが図

面として見られたのは面白かった。 
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 隣で見ていたご夫婦が、このときは中学生だったなとか、あっこれ覚え

てる！など話していて現在開催している万博を懐かしく思う日が来るの

だと感慨深かった。 日本の建築業界を作り上げてきた方々の図面はか

っこ良かった。当時だからこその図面の迫力があり、一枚の絵としてと

ても魅力的だった。 特に日本自動車工業会パビリオンの立面図は人も

細かく書かれており、大きく余白をとっているがその余白のバランスも

よく拘りが感じられた。 

 建築のことも、万博のこともよく知らないまま見学しましたが、手書き

の図面や建築への思想が万博を形作っていることを実感できました。 

 Audio listening through device or app would help. 

 Stunning! Beautiful exhibit, wish I had more information about 

the physical materials. 

 マナーのない写真撮影が多いように思えた。いっそ全て禁止にしてもい

いのではないだろうか。撮っていいのと、ダメなのがわかりにくい。 

 シンポジウム映像は時間がなくて全部見ることができなかったので、

土・日に１日２回位でよいので映していただけるとありがたいです。説

明パネルや中央の全万博パネル、会場図がとても見やすくてよかった。 

 手書の図面は映像コンテンツでも言われていたように”人の営み”が見え

て興味深い ・映像コンテンツは設計字の苦労話や先生方の人柄を感じ

られる本音のトークがおもしろかった。 

 万博の商業化は NY から始まった、とここで知った。又 五輪の商業化

も LA から、そして再開発ってのも元々英国で伝染病対策で始まったの

が、米国の大恐慌の時、失業・雇用対策で取り入れられ財政赤字から民

営化されたらしいということで今すぐにでもやめてほしい。もちろん

「IR」も…赤字も絶対払いたくない！ 

 昔の資料のはずなのに、未来を感じさせる不思議な建築ばかりで、本当

にこれが建っていたのか…？と思った。面白かったです。 

 当時のガイドブック（案内図）を見られるといいと思いました。 

 万博が行われた時代を生きていないので、図面だけでなく完成した建物

の写真もみてみたいと思った。 

 専門的なことは全然わからないなりに楽しかったです。ありがとうござ

いました。会場内に「出口はこちら」という案内があると助かります。

(入っていいのかわからなかったので。たまたま他の方が行かれたの

で、気付いた） 

 すげえと思った。こんなアイデア思い付きません。 

 万博の時期にこういうものを見れてよかった。私も夏に行くので楽しみ

です。 

 建築学生ではないですが、図面から実際に建物ができることに対する魅

力を感じました。万博は独創的な建築が多くみていて楽しかったです。 

 おもしろい形のけんちくが多くて内そうもみ力的だった。 

 設計者の意図や過程も見られたので、とても勉強になりました。 

 館内中央の資料ブースの展示法がよかったです。 

 太陽の塔の図面も見たかったです。 

 1970 年の万博は生まれた年なので、リアルに知らないのですが、あの

時代ならではの熱量や夢や遊び心にあふれた空気を感じることができま

した。太陽の塔も入れて欲しかった！あと模型！！ 

 住友童話館の初期イメージスケッチが特に印象的でした。 

 図録がほしいのでまた２期に来ます。 

 仕事で万博の建物の設計のお手伝いをしたので、過去の建物の図面が見

られたのは良かったです。いつか 2025 年の万博を取り上げるような展

示があれば嬉しいです。 

 第 2 部も楽しみにしています。 

 1970 年大阪万博の建物の設計図や案を実際に見ることができ、とても

良かったです。(手書きの良さを感じる） 

 前半は図録が配付されないのが残念でした。 

 1970 大阪万博パビリオン等の貴重な資料（図面）が間近で見られて良

かったです。 

 親から大阪万博（'70)についての話を聞いて育った世代なので、改めて

規模感が感じられて、驚きました。図面など素人なのでわかりません

が、巨大なプロジェクトであったと実感。 

 図録なし、時刻前に追い出し残念。 

 

■第２部 コメント（感想・ご意見） 

 5 つの博覧会をただ並べただけで、その遷移や意義を示してもらえると

素人に判りやすい。素人対象でないならこの限りではないです。すみま

せん。 

 それぞれの万博についても単体で掘り下げて企画してほしいと思いまし

た。 

 All Good ^-^ Nice exhibition.台湾から 

 人が多い中、万博へ行こうと思えずにいましたが、前回の万博の建物が

私の好きな建築家達が手がけていたことを知り、伺いました。彼等の発

想や実現させた技術者も素晴らしいと思いましたが、その後の万博でも

建築家達が面白い建築や取りくみをしてきたことを知り、今回の大阪行

ってみるかなと思っているところです。 

 つくばの色がむらさき色でうれしかったです。図面をたくさん見ること

ができて良かったです。手描きの図面の美しさ。 

 今年の万博に機会があれば行ってみようと思っており、そんな中で過去

の万博の図面が見られるということで参加した。貴重な図面スケッチを

生で見ることができ、勉強になった。 

 EXPO2025 の展示も企画待ってます。よろしくおねがいします！ 

 タイムリーな展示でとても楽しめました。資料も充実している印象でし

た。 

 大阪万博エキスポ 70 の図面が見れてとても良かったです。まだ展示さ

れていないエキスポ 70 の図面資料をあらためて展示して欲しいと思い

ます。 

 現在の大阪万博の same scale も展示して頂けたら、さらに考えること

ができたかと思います。 

 It's my first time, and it's very educative. Thank you for providing 

English translations! 

 第 1 部を見学にきて、よかったので第 2 部にも来ました。 

 映像コンテンツが多ければよかった。大変貴重な資料が多くおどろい

た。 

 現在開催中の大阪関西万博と比較して建築の変化が感じられた。又、当

時、訪れる事ができなかった万博を知ることが出来良かった。 

 すばらしいです。入り口が少し分かりづらかったです。 
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 1970 大阪はよくとりあげられるが、その他の万博の展示は目にしたこ

とがなく、とても興味深く観覧しました。特に 1985 つくばは何度も会

場を見たので感慨深い思いをしました。 

 I enjoyed this exhibition, good job.太陽の塔 reminds the most 

impression to me, Excellent 

 実際の図面やスケッチが迫力があった 

 唯一記憶に残っている愛知博の資料が興味深かった。意外に資料が少な

いと思いました。 

 会場全体の図と写真の方向が同じだともっと見やすいかなと思いまし

た。 

 夏休みに向けた小中学校用にかみくだいたツアー等があると嬉しいで

す。（自由研究用） 

 1970～2005 図面が進化していた。昔の緻密な図を見ると得意でない

人もいたのかなと思った。今回の万博も比較できたら面白そうだなと思

いました。 

 Cool exhibition, I think the collection between the drawings was 

hard to find. A tiny site map with the location of each building 

would be nice. 

 展示内容はよかったのですが、説明がもう少し詳しく知りたいです。 

 平日しか来れないので手がすいた学芸員さんいてほしい。 

 素敵な展示でした。花の万博のフォリーにスポットをあてて頂きありが

とうございます。各博覧会の時代背景とテーマも面白いですのでご展示

お考えください（レガシーも） 

 昔万博がかいさいされていた所が、今はテーマパークになっていたりし

て活用されていて安心した。大阪万博のゆめしまは工業都市だけで終わ

ったら何になるのか気になりました。なにもなくなったらさみしいです

ね。 

 当時の写真の資料がもっとあるとより分かりやすく心に残りやすいかも

しれない。 

 展示量はもう少し多い方が、各博覧会の特色を把握しやすいように思い

ます。 

 生産設計（施工図）の仕事をしています。おさまりや意匠の意図をくん

だ図面とは、現場に伝える図面とは…の視点で展示を拝見しています。

もうすぐ東京を離れ関西に移ります。関西にもぜひ、この様な展示があ

る事を切に願います。（図面に焦点をあてた展示はなかなかないので） 

 図面に加え、写真資料も充実しており、わかりやすかった。解説も読み

ごたえがありました。 

 とても細かかったのでおどろいた。 

 子供が建築に興味があり、図面を見せたら感動していました。 

 私は小学 4 年で EXPO'70 を経験し、独創的な建築に魅了されました。

その後今回の展示は沖縄博以外は行っています。つくば以後はあまり印

象に残る建築が無かったと思ったのですが、今回の展示でそれぞれ創意

工夫があったことを知り勉強になりました。今年の大阪関西万博は 5 回

行ってますが、大屋根リング以外にあまり印象に残らないのが残念。 

 設計者やコンセプトに各時代の流行がうかがえた。 

 もっと愛知万博に触れた内容が見たい。 

 通行料が高すぎる。国立民族学博物館を利用するときは、万博記念公園

を無料で通行できる。 

 とても良い企画展だと思います。 

 図面のほか当時の写真、新聞記事など具体的に視覚的にイメージできる

とよかった。マスコットキャラや記念グッズなどもほしい。 

 EXPO2005 に行ったので、なつかしい気分になった、つくばの外国館 B

の「EU」は当時なかったので正しくはヨーロッパ諸国（現 EU）などが

正しいかと 

 2 期に渡って充実していました。  

 数あるパビリオンでなぜそれだけが選ばれたのかが知りたかった。  

 既存しているのか否かが知りたい。  

 現大阪万博の導入を多少入れても良かったか 

 建物に EV がなく,ひざが悪い友人は苦労しました。追加すべきでは 

 オンライン等で広く見られるようになるとうれしい 

 仕事以外で図面を読む事は普段無いので面白かったです。 

 万博にも建築にも触れたのは初めてでした。そのため、多少難しい所も

ありましたが、万博の歴史に触れられたことは大変貴重で良かったで

す。 

 スケッチや図面と実際の建築と違う点などを解説でつけておいて下さる

ともっと楽しいと思う。 

 今回の展示ガイドツアーのお話から、アイデアを出してまとめていく過

程の話が非常におもしろいことに気付きました。コンセプトをまとめる

日本の技術・芸術たずさわった方々の情熱が伝わってきた。 

 せっかくの展示を多くの人に発信していただくため、他の美術館 etc に

もリーフレットを置いてはいかがでしょうか？ 

 付された説明文と合わせて展示を見ていると当時の熱意が伝わってくる

ようでした。 

 貴重な資料だから仕方ないとは思いますが、せっかくの図録等が広げて

いるページしか見ることができないのは残念だなと思いました。デジタ

ル化としてそれを電子書籍のごとく閲覧できたらもっとよかったです。

物（図面・スケッチ・写真）それぞれを結びつける、その関係性が分か

りやすい展示だとより楽しめるように思います。 ※庭園側ではないほ

うから入場したためか、はじめの入口が全く分からず困りました（守衛

さんがいたあたり） ありがとうございました。 

 1940 年に計画されていた日本の万博に興味を持てました。 

 実際に会場に行くことが出来たのはつくば万博だけでしたが、プランに

関わっていた方々、建築家の方々が日本を代表する、建築史やデザイン

史に残る方々ばかりで驚きました。 

 たいへんよい展示だから、六本木ヒルズや TOTO 間からうまくお客さん

がこっちにくるといいですよねぇ 

 以前より万博の歴史（ロンドン～現在）に興味があり、数回ですが、

EXPO2025 に行き、今後も行く予定をしています。この展示と、他館

の万博関連の展示をみたことにより、より一層深く万博をたのしめると

思います。ありがとうございました。 

 意匠が中心となっており、昨今の省エネや SDGs の観点からも設備に関

する展示を増やして欲しいです。 

 土・日・祝日の入場について、旧岩崎チケット売り場でも明記したほう

がわかりやすいかと思います。 

 パビリオンによる歴史的な建築物や、設計図、地図など人と環境のデザ

インがとても印象に残りました。 

 いつも貴重な資料の展示ありがとうございます。今回は万博協会認定の

Expo の展示でしたが、1990 年前後の景気が良い時に全国で行われて

いた各地の都市博の資料もお持ちでしたら見てみたいです。福岡のアジ

ア太平洋博等 

 図録で手許に置いて、じっくり観たいです。 
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 実際に行った万博もあったので、思い出したり、このような図面から建

物が出来たのかが、知れて良かった。 それぞれの万博を一つずつ見る

ことの出来る企画もあると良いなと思いました。 

 手書き（スケッチ、文字）は、迫力があり、当時の関わった人達の想い

を読みとれたような気がします。誌面やステージの上の人たちの生の声

を、人間らしい声を聞いた気がしました。企画頂き、有難うございまし

た。 

 今年の万博に対する見方が変化した。図面やスケッチ、計画案等を見て

みたいと思った。 

 いつも無料で立派な展示を見せてもらえてありがたい。 

 85'つくば EXPO 世代でしたが、資料が少なく感じました。残念。展示

はまとまっていたイメージです。 

 知らなかったが、たまたま訪れることが出来、とても有意義だった。も

っと PR して良いと思う。 

 時間がなくよく見ることが出来なかったので、次回は余裕をもって見学

したい。また、こういう行事があまり知られていないのは残念に思う 

 視点が専門的なので、パネルがあると知識がなくても楽しめるかな？だ

が私がターゲットに入っていないだけなので、展示としてではなく、空

間として楽しめた。 

 全品スマホで撮影している人がいて、シャッター音が気になり困った。

座れるところがあり、助かりました。 

 SNS で知リ、来訪しました。内容の充実ぶりや、他に建築、万博関連の

展覧会が多く開催されているタイミングも考えると、もっと話題になっ

ていいはず。 

 ガイドツアーの回数がもう少し多ければ参加できたのですが 

 当時の貴重な資料が見られ、川口さんのインタビューもみることができ

て良き。また次回の展示も楽しみにしております。 

 第一部を見に来た際は、各パビリオンの破天荒とも言えるようなデザイ

ンを楽しみました。 第二部においては、パビリオンの解体のしやす

さ、再利用を主眼においた、博覧会会場の全体を考えた設計（イメージ

スケッチ）などを楽しませていただきました。時代の変遷を感じます。 

 毎回、そして今回も建築への興味を増やしてくれる良い展示であった。 

 高橋第一工房の作品の完成度の高さ。 

 どのパビリオンがなんの万博か少し分かりづらい… 

 入場無料なのにしっかりとした内容の図録がいただけるのが申し訳ない

気持ちになったりします。任意の募金箱などあれば少しでも支援できる

のに…と思います。 

 キャプション（解説）が非常によかった。写真がもう少し多くても良い

ように思う。 9:55 に合同庁舎の入口から入ろうとしたら警備員に１０

時開館だからそれまで待つように注意された。入口から資料館まで 5 分

かかるのだから 5 分前に入れるようにしてほしい。酷暑の中、5 分でも

待つのは大変。柔軟な対応を。 

 FANTASTIC EXHIBITION, GREAT PRIMER. FOR A VISIT TO EXPO 

2025 IN OSAKA. 

 前半をみれなかったので、機会があることを願います。 

 私は庭園から来ましたが、展示だけなら無料というのはとても驚きで

す。見応えありました。大阪から来て、今回の万博も来場済みだったの

で、とても楽しかったです。 

 もっと広報してください。最初の展示も知っていれば見に行けたのに。 

 普段、図面を見ることがないのでとてもおもしろかったです。 

 様々な種類の資料がバランス良く設置されていて、好奇心を程良く刺激

された。 

 ぼんやりとしていた「万国博覧会」のイメージが変わった。 

 分かりやすかった。たてものの写真があるともっとイメージしやすいと

思った。 

 かつて見た博覧会の自分の知らない側面を見ることができてたいへん興

味深かったです。 

 模型やスケッチ、図面を見ただけで、建てる前のワクワクを感じられ

た。 

 来る時間が遅かったため、見る時間がなかったので、また機会があれば

行きたい。 

 時間がたらず、まわりきれなかったので、またきたい 

 ２００５年の生まれの自分にとってみれば、全て伝聞や映像でしか知ら

なかった。日本でのそれまでの万博を身近というか、面白く知れてよか

った。 

 万博に興味があったが、建築には疎く、そこまで楽しめなかった。 

 兵庫県から来ました。展示物がすばらしいですが、この展示会はあまり

知られていない。ぜひ関西万博会場で告知してほしいです。（会期のこ

りわずかですが） 

 すばらしい企画だが、あまり一般の人に知られていないのが残念。もう

少し告知してもいいのではないか 

 通常見れない資料が非常に興味深かったです。もっと周知されていれば

良かったかも 

 原寸大の図面が見られて面白かった。もっと細かい部分の図面も見られ

るとより面白い。とても面白く、満足しました。ありがとうございまし

た。 

 中の映像コンテンツは 1 人ずつしか見られない置き方なので、壁かけに

して欲しいです。 

 当時の建築技術と文化の発展が見え面白かった。現在行われている関西

万博の建物にも興味がわいたので、次回訪れる際は注目したいと思う。 

 建築に興味があったわけではなかったが、博物館の１つの展示として見

に来たら、思いのほかおもしろくて良かった。EXPO'70 大阪万博の展

示は入口から入って右側には展示せず、一方向になるようにしても良い

のかと感じた。 

 手描きの図面群は見応えがありました。会場写真が多いともっとイメー

ジしやすいかもしれません。 

 建築の分野には明るくないのですが、何かと話題になる”万博”を普段と

は異なる視点から見ることができる良い機会・展示でした。残るもの、

解体されるものと様々ですが、どちらの影にも多くの人々が関わってい

ることが改めて分かりました。 

 万博について、実施をしていた記憶があるのは愛知からなのですが、過

去の催しも大変興味深く、当時の記録資料などをもっと確認したくなり

ました。ありがとうございました。 

 万博 2025 に６回行って楽しかった！花博も昔行ったことがあるらしい

ので展示で見れてうれしい 

 沖縄の万博会場跡地が美ら海水族館になったことを初めて知った。今年

大阪関西万博と万博記念公園に行ったので、1970 年の万博の展示が特

に興味深かった。（当時と現在の様子のちがいなど） 

 当時の万博の様子やその先進的な技術、建築を数十年経った現在でまた

知ることができてよかった。各万博の記念公園跡地にも行って見たくな

った。 
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 大阪万博に通う中で過去の万博にも興味が出てきたので、非常によい機

会でした。また数十年後に今万博もこうしてふりかえりたいです。 

 撮って良い資料と撮ってはいけない資料の区分けがやや不親切に感じ

る。警備員に注意されたが（愛・地球博の資料あたり）、もっと分かり

やすく撮って良いものとダメなものを示すべきだ。 

 ２０２５年の万博はすでにいったが、過去の万博がどのような意図で何

を展示していたか知らなかったので、万博の歴史というたての軸で今年

の万博をとらえ直すことができて面白かった。 

 図録も内容が濃くまとめられており、帰宅後の読書が楽しみです。 

 図面中心での構成でここまでコンパクトで見ごたえがあるとは思わず、

非常に興味深く観覧しました。 

 Ⅰ期の展示も見ておけば良かったのですが、SNS でたまたま知り伺いま

した。 

 6 月に万博に行き、10 月にも再度行きます。建築の魅力が増してきま

した。ありがとうございました。 

 万博の全体的な設計図について分かりやすく学べた。つくば万博でいっ

たんまとまった集合的デザインが、分散型のデザインになった経緯をも

っと知りたかった。 

 大阪・関西万博につながる内容ですごくよかった。関西でも展示されて

ほしい。 

 大阪万博が開催されている中で、タイミングの良い展示だと思った。一

方、建物の外からは万博展をやっているというインパクトがうすかった

ので、太陽の塔の写真や模型等を置いてほしいとも思った。 

 建築関係者ではないが製品設計をしているので図面を興味深くみること

ができた。できれば図面の解説があれば良かった。 

 大阪・つくば・愛知万博以外に 19７５年の海洋博や 1990 年の花博の

資料を見ることができ、記念公園に興味がわきました。機会があったら

見に行きたいです。 

 それぞれの時代の博覧会に熱量や想いが感じられ、残り少ない万博の期

間がより楽しみになりました。今回の展示を見て、少しでも興味を持っ

た東京や関東、東日本の人が万博に足を運ぶきっかけになるように期待

しています。 

 先日万博に行ってきました。とても楽しかったですが、父や母が話すか

つての万博の「ワクワク感」はもっと強かったような気がして、過去の

万博に興味がわき来館しました。設計図の書き方なども、今はデジタル

なんだろうなと違いを感じたり、面白かったです！2025EXPO のパビ

リオンの展示もぜひしてほしいです。ありがとうございました。 

 万博を一貫して見ることで、時代の変化と建築に求められるものの移り

変わりを理解できました。各万博で、何を必死に模索していたのかも面

白かったです。 

 過去の EXPO における建築様式を見ると、様式美がとてもすばらしいと

思った。また、今回の大阪関西万博 2025 についても建築面からの考察

などができるタイミングで見てみたいと思った。 

 こんなに沢山の万博が行われていたことにおどろきました。今年行われ

ている大阪・関西万博もう一度行ってみたくなりました。ありがとうご

ざいました！ 

 70 年大阪万博の太陽の塔を始め、沖縄海洋博のアクアポリスの図面を

見ることができたことは、とても貴重でした。  

 2000 年生まれで、今回の大阪万博は初の万博となりましたが、建築目

線で見てみると、とても興味深いです。（愛地球は行けませんでした

が、今回の資料で拝見できてよかったです。） 

 展示終了間際に SNS で知ったので、第 1 部の EXPO’７０についての展

示を逃してしまったのが悔やまれました。配付のパンフレットも内容が

十分にあり、ありがたいです。贅沢を言うなら 1 部のパンフレットもあ

れば、とても嬉しかったです。本展では、貴重な資料が沢山あり、説明

も分かりやすかったです！ 

 今年の万博についても特集おねがいします。 

 展示会を機に建築物に対する見方が変わるような気がしました。 

 設計図やスケッチがきれいな状態で保存されていること、またそれを見

ることができたことがうれしいです。大阪万博に行く予定があるのでよ

り楽しみになりました。 

 大変おもしろかったです。これをやっているということを全然しらなか

ったので、前期見れずに残念でした。公式の X アカウント作ってもらえ

ないでしょうか。 

 図録の配付大変ありがとうございます。 

 資料館自体を知らない建築のド素人でしたが、大阪万博をきっかけに興

味を持ち来館しました。今回の展示に限らずこれからも訪れようと思い

ます。もっと若い人に知られるべき資料館なのでは？と思いました。 

 建築に対する造詣がないと理解しづらいところがどうしてもある（テク

ニカルタームを知らない問題） 

 自分は'03 年度の生まれで、０５年度の愛知万博当時は 1 歳、何を見た

かは覚えていないのですが、何となく、展示を見ると懐かしく感じまし

た。また、過去の万博のアイデアなどが、今回の万博にも生きているこ

とを強く感じました。 

 愛・地球博は行ったことがあるので特に興味深く拝見しました。今ま

で、こちらの資料館のことは存じあげていませんでしたが、万博きっか

けで知れてよかったです。他の企画展も来たいと思います。 

 当時のものすごい熱量が図面やスケッチから伝わってきました。図録や

WEB、メディアからの刺激もいいのですが、やっぱりリアルに現物を見

ると改めて思いが伝わってきました。明日から仕事を頑張れそうです。 

 現在開催されている万博に合わせて、過去の万博の展示がされるのはと

ても興味深く、行ってみたいという気持ちになりやすかった。  

 ミャクミャク（現万博のマスコット）を持った来館者も多くいたため、

大阪万博会場でもっと大々的に宣伝しても良いのではと思う。  

 貴重な資料を展示してくださり、ありがとうございました。建築関係の

知識はありませんでしたが、おもしろかったです。 

 先月大阪万博に行き大変感銘を受けたタイミングで、たまたま上京した

＋近所に用事があったときに X でこの展示会のポストを見て来ました。

万博の建築面における歴史がちょっとわかりました。面白かったです。 

 もりだくさんでしたが、紹介しきれなかったパビリオンも多いと思うの

で次回は 5 期くらいで！ 

 パビリオンの図面やスケッチ案は、あまり目にしたことがなかった資料

なので面白かったです。 建築には特段深い興味を持たずにいました

が、来て拝見できてよかったです。 

 元々、昔の手書き図面が好きで、仮設で建てられたものの図面やスケッ

チをみることができて、楽しかったです。この施設自体、はじめて知り

ました。過去の展示も魅力的で知ってたらきたかったです。 

 1970～2005 までの万博を一堂に集めて見られる展示により各回の特色

や、大阪で 3 回も万博が開かれたこと、あまり知らずにいた海洋博や科

博、花博についても知ることができる有意義な展示だったと思う。 
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■コメント（ガイドツアー・シンポジウム） 

 図面を見ただけではわからない話なども聞けたりして、ツアー後にそれ

を振り返ることで二度楽しむことができました。 

 見るだけ、読むだけではわかりにくいので講師による対面講座は理解を

促す。 

 ガイドツアーに参加して、全体像や位置付けが先によくわかったので、

展示が楽に見られました。（全部解説文を読もうとするといつも疲れて

しまうので）理解が深まりました。ありがとうございました！ 

 ガイドツアーに参加出来、眺めるだけでは分からなかった点やプラスα

の情報を説明して頂き、非常に分かりやすかったです。 

 知らずに来場して運良くガイドツアーに参加できて理解が深まりまし

た。 

 詳しくご説明いただき、各万博の背景や特徴について深く知ることが出

来た。特に、万博が開催されるまでの過程や経緯についての説明が興味

深かった。ありがとうございました。 

 一つの万博の説明ごとに資料を見る時間を設けていただくとより見易か

ったと思いました。說明は分かりやすいと思いました。 

 ガイドツアーがとても分かりやすくてペース配分もちょうど良くてあり

がたかったです。 

 前田先生の「空間から環境へ」からのご説明は胸が熱くなりました。 

 とても充実していました 

 すばらしかった 

 良い時間配分だと思いました。 

 ガイドツアー土日(月 1 回でも)にも開催されると嬉しいです 

 大阪万博の内容が分かる写真などビジュアルしりょうもあったらもっと

見やすくなると思った。 

 7.で書いた目的で見る分には自分で見て回った方が見やすいと思った。 

 ありがとうございました。 

 とても興味深くまわることができました。ご説明わかりやすく楽しかっ

たです。ありがとうございました。 

 詳細を丁寧に説明いただき興味深かったです。新たな視点を持つことが

できました。 

 大変わかりやすく説明していただきました。ありがとうございます。 

 次回も参加します。 

 すべての建築家のプロフィールを説明して頂いて興味深かったです。 

 説明していただけると、見るポイントなどが分かりやすいのでより楽し

めました。 

 一人で見てもよくわからなかった図面をよく解説してくださり楽しいと

感じました。 

 とてもわかりやすく、聞きやすかったです。 

 紙に書いてある説明以外を説明してくれてわかりやすかった。 

 説明がとてもわかりやすく、建築に対しての興味関心が深まりました。 

 ガイドの方の説明がとても分かりやすく、理解が深まったとともに興味

がわいた。親族に建築に携わる人が多いので、話をしてみたいと思っ

た。 

 ガイドさんの説明は、ポスターに書いてあることよりもさらに分かりや

すく、要点がまとまっていました。 

 図面やスケッチからはわからない作者の話が背景をしれるのがとても良

いと思った。 

 展示だけでは知れないことも知ることができた。 

 とても説明が分かりやすく、分析することができた。 

 限られた時間の中で、沢山丁寧に説明をして下さった。ありがとうござ

いました！ 

 見るための指標ができてよかったです。 

 風船の例えが分かり易かったです。ありがとうございました。 

 資料についての分かりやすい説明が聞けて、面白いと思いました。 

 ガイドさんのわかりやすい説明で、色んな資料のすごさや貴重さを知れ

ました。 

 丁寧に展示されている物への説明をしいていただき、理解をより深める

ことができてとてもよかったです。 

 大阪万博の建築の説明が分かりやすく、楽しくまわることができまし

た。 

 図面の見方のヒントや建築の考え方も知れて面白かった。 

 当時の状況やしりょうが集められている理由、どのような建物だったか

をていねいに説明されてよかった。 

 万博に行かなくてはと思った。知ることは学ぶことにもつながるものだ

った。 

 資料を眺めるだけでは分からない背景や本質を説明を受けて知ることが

できてよかった。 

 展示を見るだけでは、スゴイとしか思わないだろうし、興味がありそう

なところしか見なかったと思いますが、説明を聞いたことによって、展

示しているもののスゴさがよりわかったし、より、興味をそそられまし

た。 

 分かりやすく、優しい説明でとてもよかった。 

 とても具体的に図面を見るだけでは分からないことを言ってくださった

ので、より楽しく建築資料を見ることができました。 

 図面だけでなく、その図にいたった経緯など周辺の知識を知ることがで

きたので、よかったです。 

 1 つ 1 つについて説明してくださって分かりやすかったです。 

 自分で読んでいただけじゃ分からない背景を知れて面白かったです。 

 当時の写真見せてもらえたのが面白かった。 

 くわしく楽しそうに話してくださっていてとても楽しかったです。 

 ガイドの方の説明が丁寧で分かり易かったです。 

 図面やスケッチでは分からない、当時の評判や現在の姿についての説明

があり、展示内容への理解をより深められた。 

 図面を見ただけじゃ分からなかった建物についての背景を教えてくださ

って分かりやすかった。 

 ありがとうございました！！ 

 次回はガイドさんの話を聞きたいです。 

 わかりやすくてよかったです。建築を知るのはすぐにはできないので、

知見のある人からの話がいちばん理解しやすいです。 

 資料の見どころが分かりやすい。展示解説ももう少しあると良い。 

 実際の写真なども見せて下さり、1 から詳しい説明を聞けておもしろか

った。次の展示もぜひ参加したいです。 

 くわしく説明いただけておもしろかった。 

 とても参考になりました。第 2 部も来たいと思いました。（愛知県から

来ました） 

 ゆったりした語り口と、後でもう一度展示を見直そうと思わせて下さる

説明に楽しませていただきました。 
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 とても丁寧にご説明いただきました。ありがとうございました。 

 展示に至るまでの経いや事情もわかってよかった。 

 今改めて 50 年前の EXPO の美しい図面等を眺めると、実際に見てみた

かったと心から思えるので、今回の万博をもっと丁寧に見て回ろうと思

いました。どうもありがとうございました。 

 スタッフの説明が分かりやすく、資料から読み取れない理解が得られ

た。とても良かったです。 

 ガイドでご説明くださったので、展示の意図がよく分かりました。あり

がとうございました。 

 万博の歴史や変せん、地図など解説がわかりやすく、ツアーやシンポジ

ウムだけでなく、展示の方が楽しみでした。 

 1 時間位のちょうどいい規模感でただ見ているだけでは分からない情報

を知ることができました。 

 また他の参加者の方の建築に対する掛け合いなど、突発的なお話も聞い

ていて楽しかったです。 

 ガイドして下さった為、普段目を向けない所や、説明してくださらない

とわからない点を明確に知る事ができ、有意義な時間を過ごす事ができ

ました。 

 順を追った説明や図面の見方などを聞けて良かった。他の展示や図面を

見る際にも同じようにしてみようと思った。 

 今回の展示の意図や各資料について詳しく説明してくださったり、資料

だけではわからなかった部分を知れて充実した時間になりました。 

 図面の順番や消しゴムの跡、メモ書きから読み取れる設計者の思考の過

程、形状の変化、当初の思い、そして何を一番実現させたかったかな

ど、心情まで読み取ろうとした説明をしてくださいました。普段図面を

見る時、そのようなことはあまり意識しておらず、収まりがどうなって

るかなどに注視していたため、その意図まで図面から読み取れる可能性

があるということに新たな発見がありました。 

 大阪万博での人々の勢い、建築の勢いを感じた。住友童話館で広場を作

る考えで建築を 40m 上へ持ち上げたこと、そこへのアプローチが階段

と EV１つということに驚いた。また図面やドローイング、写真等を鑑

賞して最初の発想からそれが建築になってしまうことの怖さと建築の夢

みたいなものを感じた。 

 建築がとても楽しそうに建ち上がっていき、想像を超える新たな技術と

世界を夢見るように構造設計者と建築家が協働してできる建築がとても

印象に残りました。 

 社会の中で、建築を立てる喜びを共有していた時代なんだと感じまし

た。 

 スケッチの見方や、展示物の展示理由など自分だけでは知ることのでき

ないことを教えていただいて、今回はもちろん今後の展示を見る際にも

応用できそうな知識を身につけることができました。 

 オウさんのガイドツアーがとても丁寧でずっと聞いていたくなりまし

た。特に史料の裏話や展示を見るだけでは知り得ないような情報を教え

ていただけたのがよかったです。 

 わかりやすく流れの良い進行で、展示全体の構成がわかったことと、日

本万博博覧会の一つ一つの建築・パビリオンについてのポイントをご説

明いただいて、その後詳しく図面やスケッチ、映像資料を見たときに、

ただ見るよりも理解が深まったことがガイドツアーに参加できて良かっ

たと思った点です。ありがとうございました！ 

 今回学校の方とツアーガイドの方の連携のおかげで、貴重な体験をさせ

ていただきました。タメになる知識や裏話を教えていただき、夏に行く

予定の万博が楽しみになりました。先生方、ガイドの方ともに、今回は

ガイドツアーに参加させていただき本当にありがとうございました。 

 詳細な図面などがあっても、それが一体どういう詳細な事を表している

のか、どんなことを目指して作られた物なのかというのが、解説がある

事でわかりやすく聞けた 

 万博ごとの違いや、それぞれの展示のポイントなど展示内容以上に知れ

たことがよかったです。特に、その建築の時代背景や関係性を知ること

で展示内容の理解が深まりました。 

 実物の図面を見れたのは良い機会だと思いました。筆圧で鉛筆の塗りが

光っているものや、人や木をスタンプで表現しているものなど、CAD

では無い手書きの魅力があり、かっこいいと思いました。特に良かった

のは前川國男さんの図面とスケッチです。また、学芸員さんと犬飼先生

の解説があったので、理解しやすかったのと、当時は実験的な試みが多

く、夢を感じるというお話は、「万博」の本質を感じました。そこで今

回の万博を考えると、建築の実験的な試みというよりは、AI などのデ

ジタル世界の実験的な試みの面が大きいのかなと感じます。AI 含め、

医療の発達や新素材に関することなどの展示を包む、器のような役割

が、今回の万博で建築に求められていることなのかなと思いました。 

 通常ではみられないような貴重な資料を学芸員の方の説明を聞きながら

見ることができ、とても楽しかった。 

 ガイドツアーで各館の特徴をピンポイントで紹介していただいただけで

はなくて、説明文が書かれていない資料まで詳しく紹介していただいた

ので、とても貴重な機会で参加してよかったと思いました。 

 ガイドの方の説明も面白かったのですが、先生の構造に関する補足説明

もとても興味深く、面白く聞いていました。第 2 弾も気になります。 

 中央の展示では日本で行われた万博が同スケールで見られたのは比較と

も言えるし、時代の流れとも言えるし、当時の日本の経済状況と万博と

が対応していたり比較できるのが面白かった。 

 一般開放しているわりに守衛室の態度が横柄でした。何さまのつもりで

しょう。 

 足つかれた。 

 わかりやすく、ご案内いただけて大変勉強になりました。資料を見る上

で批評てきな視点も重要だと感じました。 

 展示同士の関係性を頭に入れた状態で見学できたため、理解が深まりま

した。 

 説明が 1 つ１つ丁寧で分かりやすかった。 

 MORE MOVIE CONTENTS WHAT FUTURE FOR WORLD FAIR IN 

JAPAN. 

 万博の歴史や裏話について聞けてよかった。 

 とても興味深い内容でした。 

 大阪関西万博に行っています。過去の万博をふまえて、現在も新たな建

築が表現され、残っていると感じました。またこのような会に参加した

いです。 

 図面だけではわからなかったことが理解しやすかったです。 

 回数が少なく参加できませんでした。遠くからきている者には日時を合

わせるのは難しいです。 

 I would be interested in the aftermath of these exhibitions what 

happens with these places when the fair is over? Is there a use 

afterwards? It would be nice to see an Exhibitions on the after 

and the system as such with bring forth single use architectures.  

 ガイドツアーも参加しようと思います。（休日だと有りがたいです） 
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 とてもていねいでよくわかりました。 

 第 1 部に続きガイドツアーに参加しました。わかりやすい説明でとても

参考になりました。ありがとうございました。 

 分かりやすい解説で行った事のない博覧会を知る事が出来ました。博覧

会終了後のゆくえ建物についても、話題がありましたが、これをテーマ

にした展示もこれからの時代に役立つと思いました。 

 また参加したいと思う。 

 見るだけでは分からない説明が分かりやすかったです。 

 と中からの参加になってしまいましたが、パネルやキャプションにない

お話もあり、ガイドツアーに参加したお得感があり、非常によかったで

す。 

 鉛筆が書きにくいです。 

 大変分かりやすい解説をしていただき、ありがとうございました。 

 特に利用者なし。展示を楽しみにしていただき歴史に取り組むことで

す。 

 小林さんの解説は分かりやすくておもしろかったです。見どころがつか

めました。 

 シンポはネットでも公開していただきたいです。2 回目は参加できなか

ったので 

 ガイドツアー日を増やしてほしい。少ないと思います。 
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■国立近現代建築資料館公式 website 

https://nama.bunka.go.jp/exhibitions/2503 

  

公式ウェブサイトアクセス数（2025年 3月～8月） 

訪問数：46,344 件、閲覧数：152,432 件 

万博展ページアクセス数（2025年 3月～8月）：18,058 件 

 

■PR times リリース 

第１部 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000922.000047048.html 

第２部 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000975.000047048.html 

  

https://nama.bunka.go.jp/exhibitions/2503
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000922.000047048.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000975.000047048.html
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■文化庁公式 X 

https://x.com/prmag_bunka/status/1890218611631091948 

 

 

2/14：リポスト 51、いいね 136  

5/8：リポスト 7、いいね 31  

5/9：リポスト 5、いいね 18  

5/27：リポスト 11、いいね 35  

6/23：リポスト 5、いいね 22  

7/30：リポスト 11、いいね 32  

8/22：リポスト 12、いいね 32  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■文化庁公式 Facebook  

https://www.facebook.com/photo?fbid=936975898616085&set=a.246283364352012 

 

 

2/14：いいね 134、シェア 35 

5/8：いいね 176、シェア 35 

5/9：いいね 127、シェア 7 

5/27：いいね 139、シェア 22 

6/23：いいね 122、シェア 25 

7/30：いいね 130、シェア 21  

8/22：いいね 116、シェア 25 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://x.com/prmag_bunka/status/1890218611631091948
https://www.facebook.com/photo?fbid=936975898616085&set=a.246283364352012
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■国立近現代建築資料館 公式 Instagram 

https://www.instagram.com/nama.japan/ 

 

 

 

 

 

 

ビュー いいね ビュー いいね

2/13 1,767 38 6/23 1,556 48

3/6 1,229 40 6/30 1,395 21

3/7 958 38 7/2 1,836 29

3/7 2,164 35 7/3 1,838 22

3/8 996 42 7/16 2,619 84

3/9 1,099 36 7/30 2,549 28

3/10 954 38 8/21 3,302 56

3/12 999 22 9/3 2,248 69

3/15 1,161 25 8/21 3,302 56

3/21 1,188 23 9/3 2,248 69

4/2 1,388 28

4/10 1,097 34

5/5 1,432 47

5/9 1,398 26

5/27 1,514 52

5/29 1,254 28

https://www.instagram.com/nama.japan/
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広報掲載一覧 

 

媒体 掲載先（企業名） 掲載紙面、WEB

SNS 坂倉建築研究所 Sakakura Associates Facebook · 坂倉建築研究所 Sakakura Associates

WEB 株式会社 PR TIMES
https://prtimes.co.jp

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000922.000047048.html

WEB
BIGLOBEニュース　

ビッグローブ株式会社（英文商号：BIGLOBE Inc. ）
https://news.biglobe.ne.jp/economy/0210/prt_250210_5003217535.html

WEB 株式会社SDアート https://sdart.jp/

WEB NEWSRELEA.SE https://newsrelea.se

WEB Tokyo Art Beat https://www.tokyoartbeat.com/events/-/World-Fair-in-Japan-1970-2005/E43-F6156/2025-03-08

WEB 時事通信社/時事ドットコム https://www.jiji.com/jc/article?k=000000922.000047048&g=prt

WEB 日経nikkeiNo reproduction without permission. https://www.nikkei.com/compass/content/PRTKDB000000922_000047048/preview

WEB 株式会社サードイノベーション　TokyoDays https://tokyo.publishing.3rd-in.co.jp/article/8558664c-e750-11ef-bf81-9ca3ba0a67df#gsc.tab=0

WEB museumnews jp https://x.com/museumnews_jp/status/1888789977607406033

WEB サードニュース https://news.3rd-in.co.jp/article/42c7c46e-e74e-11ef-8a69-9ca3ba083d71#gsc.tab=0

SNS Tak(たけ) @『いちばんやさしい美術鑑賞』 https://x.com/taktwi/status/1888763159017820206

WEB 株式会社カーリン https://www.fashion-press.net

WEB 美術手帳 https://bijutsutecho.com/magazine/news/exhibition/30247/pictures/2

WEB YAHOO！ＪＡＰＡＮニュース https://news.yahoo.co.jp/articles/20a2cda6804e2111d85c9cf875506c8c7f1db016

SNS 青山デザインファオーラム
https://www.facebook.com/login/?next=https%3A%2F%2Fwww.facebook.com%2Fstory.php%3Fstory_fb

id%3D944991831118538%26id%3D10006

WEB ADF　WEBmagazine
https://www.adfwebmagazine.jp/architect/exhibition-world-fair-in-japan-1970-2005-to-be-held-at-

national-archives-of-modern-architecture-agency-for-cultural-affairs/

WEB
Exhibitions, museums, art galleries, memorial halls 展

覧会・博物館・美術館・記念館
https://abc0120.net/2025/02/11/175745/

WEB いま気になるモノとコト。antenna. https://antenna.jp/articles/25718795

SNS EXPO CAT@expo2025_cat https://x.com/expo2025_cat/status/1890263610292851033

SNS 文化庁@prmag_bunka https://x.com/prmag_bunka/status/1890218611631091948

WEB にこにこニュース https://news.nicovideo.jp/watch/nw17198903?news_ref=top_newComments

WEB 日本の万国博覧会 1970-2005 - Tokyo Now https://tokyonow.tokyo/event/225958/

WEB はてなブックマーク https://b.hatena.ne.jp/entry/s/nama.bunka.go.jp/exhibitions/2503

SNS 美術手帳　WEB版 https://x.com/bijutsutecho_/status/1891314122974712156

WEB 株式会社 建報社 https://kenchiku.co.jp/event/evt20250218-2.html

雑誌 株式会社 近代建築社 編集部 泉並紬 月刊雑誌近代建築3月号

WEB ぴあエンタメ情報 https://lp.p.pia.jp/article/news/412735/index.html?detail=true

WEB 建築情報サイト「KENCHIKU」は株式会社建報社 https://kenchiku.co.jp/event/evt20250218-2.html

WEB eXciteニュース https://www.excite.co.jp/news/article/pia_jp_a0027e25_c023_4507_940c_efeddcc0b1e8/

WEB ウーマンエキサイト https://woman.excite.co.jp/article/lifestyle/rid_LP_P_PIA_a0027e25_c023_4507_940c_efeddcc0b1e8/

WEB 建設通信新聞DIGITALkensetsunews.com https://www.kensetsunews.com/archives/1050889

WEB さんたつby散歩の立つ人 https://san-tatsu.jp/pressrelease/381324/

WEB niftyニュース https://news.nifty.com/article/entame/movie/12178-3839587/photo/

WEB 大阪ログピィ https://osaka-log.com/

WEB livedoor News https://news.livedoor.com/pr_article/detail/28127920/image/45838521/

WEB 建築系検索エンジンKEnKEn👀 https://www.kenchikukenken.co.jp/event/?ca=event&pref=chiba

WEB こどもとお出かけ情報サイト「いこーよ」 https://iko-yo.net/events/480700

WEB Pinterest https://jp.pinterest.com/pin/580190364529057973/

WEB 一般社団法人　茨城県建築士会 https://i-shikai.com/category/gyousei

WEB
Tokyo Live＆Exhibits

スタジオミーム代表 関根かんじ
https://tokyo-live-exhibits.com/pum_tkbnk_nationalarchivesofmodernarchitecture/

雑誌 文の京ミュージアムネットワーク加盟施設
文京スクエア4月号

WEB Threads・@tamatama2 https://www.threads.net/@tamatama2/post/DGphP4Gx2m2
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媒体 掲載先（企業名） 掲載紙面、WEB

WEB
事務局	Archi Future 運営事務局（株式会社プロプラン内）

ArchiFutureWeb
https://archifuture-web.jp/finder/3038.html

WEB,SNSウェブ版「美術手帖」編集部 https://bijutsutecho.com/exhibitions/15497

WEB DOCOMOMO Japan 2025年3月31日発行第37号 https://docomomojapan.com/

WEB BUNGANET https://bunganet.tokyo/banpakuten/

WEB 日経BP　日経クロステック編集 ／日経アーキテクチュア

日経クロステック 建築・住宅

https://xtech.nikkei.com/top/building/

▼日経アーキテクチュア

https://xtech.nikkei.com/media/NA/

雑誌 季刊『庭』編集部　 河野　華子    HANAKO　KONO 雑誌（季刊『庭』　https://niwamag.net/）

雑誌 文の京ミュージアムネットワーク加盟施設 文京スクエア5月号

ポスター 上野ミュージアムウィーク 上野ミュージアムウィークポスター

雑誌 株式会社新建築社　新建築社編集部「新建築」
『新建築』4月号（4/1発売）の展覧会紹介欄にて

本展を紹介

WEB 株式会社JDN

つくる、使う、考える人のデザイン情報サイト「JDN」　japandesign.ne.jp

つくる人と場をつなぐ求人サイト「デザインのお仕事」　jobs.japandesign.ne.jp

クリエイティブを学び、将来を考える「デザインノトビラ」　school.japandesign.ne.jp

日本最大級のコンテスト情報サイト「登竜門」　compe.japandesign.ne.jp

Contest iroha -コンテスト相談所-　compe.japandesign.ne.jp/contest-iroha

株式会社ティーケープランニング 昭文社刊「東京大人のミュージアム」の制作

WEB Webメディア「しゃかいか！」 https://www.shakaika.jp/?p=39880&post_type=news&preview=1&_ppp=689c28df62

雑誌 株式会社ブラックフィッシュ 東武鉄道の月刊沿線情報誌「マンスリーとうぶ」

WEB
株式会社 VUELO(ヴエロ) 

Walker＋（ウォーカープラス）制作チーム
 https://www.walkerplus.com/event/ar0313e551399/

WEB 株式会社ブンガネット（BUNGA NET Inc.）代表取締役 ネットマガジン「BUNGA NET」https://bunganet.tokyo/

WEB
Tokyo Live＆Exhibits

スタジオミーム代表 関根かんじ
https://tokyo-live-exhibits.com/pum_tkbnk_nationalarchivesofmodernarchitecture/  

雑誌 株式会社ブラックフィッシュ
東武鉄道沿線情報誌「マンスリーとーぶ」

2025 年8 月1 日
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『新建築』2025 年 4 月号 

 

 

BUNGA NET (2025 年 3 月 7 日掲載） 

「充実資料がうらやまし過ぎる！万博総まくり展＠国立近現代建築資料館が開幕」 
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実施記録  
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実施日程（２０２４年１２月１日～２０２５年１０月３１日） 

 

実施項目 実施日程／締切 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

委託業務成果報告書及び納品物データ

一式

10/31締切
●

実施計画（体制表、工程表） ●

業務記録 随時 ● ● ● ●

来場者集計・アンケート分析 第2部実施予定

広報効果の集計、収集、記録 プレスリリース以降随時 ● ●

会場記録映像・写真撮影 3/17、6/16撮影 ● ●

会場記録映像編集 9/末納品 ●

有識者による章（博覧会毎）解説執筆 ●

有識者による助言 ●

有識者による講演 3/23、6/28シンポジウム開催 ● ●

アウトリーチ兼記録 3/23、6/28シンポジウム開催 ● ●

視聴覚映像編集

（オーラルヒストリー）

2/26 第1部　納品
● ●

視聴覚コンテンツ制作 3月編集、4月末納品 ● ●

映像コンテンツ編集

（スライドショー、導入動画）

2/26 納品
● ●

輸送 12/18 実施 ●

借用・使用に係る事務手続き ●

館長挨拶　翻訳（中・韓） 2/10 納品 ●

館長挨拶　翻訳（英） ●

チラシ、プレスリリース　解説文、翻

訳（英）
● ●

広報媒体制作

広報媒体制作（キービジュアル） 2/3 納品 ● ●

広報媒体制作 2/3 納品 ● ●

広報媒体制作

（ポスター・チラシ）

1/29 入稿、2/3 再入稿、

2/10 納品 ● ●

広報物発送
12/26 発送先リスト納品

2/14　発送
● ● ● ●

プレスリリース 2/10 ●

看板制作（7-8）

鑑賞補助サイン制作

（7-9）

看板・サイン制作

（第1部）2/14 入稿、2/27納品

（第2部）5/26 ● ● ●

造作
2/27、2/28、3/1、3/4、3/5

● ●

展示設営・額装

（第1部）2/27、2/28、3/1、

3/4、3/5

（第2部）6/10、6/11

● ● ●

映像・スライドセッティング 2/27、2/28 ●

美術照明シューティング
(第1部）3/5

(第2部）6/10
● ●

撤去・現状復旧
(第1部）6/4

(第2部）9/1、9/2
● ●

廃棄
9/2

●

記録図面作図 8月中納品 ●

冊子 2/18入稿、2/26再入稿 ●

冊子印刷 3/5納品 ● ●

図録 5/8入稿、5/26再入稿 ● ●

図録印刷 6/16納品 ● ●

図録発送 6月中 ●

管理・記録

（7-1）

展示設営・撤去

(7-10)

図録・冊子制作

（7-11）

調査

（7-2）

教育普及

（7-3）

コンテンツ制作

(7-4)

資料借用・輸送

・権利処理

（7-5）

翻訳

(7-6)

広報

（7-7）



日本の万国博覧会 1970-2005  

 

 93 

２０２４年  

１２月３日 キックオフミーティング 

参加者 

小林、王、川瀬、齋藤、秋岡/NAMA 

トーマス・ダニエル 

藤井、成田、森田/midoris 

風坂/芸宣、加納、福田/SD アート 

内容 

・仕様書読み合わせ 

・全体スケジュール確認 

・体制についての確認 

・連絡、データのやり取りについて確認 

12 月 23 日 キービジュアル会議 

参加者 

小林、王、川瀬/NAMA 

藤井、成田、森田/midoris 

加納、福田/SD アート 

内容 

・キービジュアル４案の提案→２案に絞り込み 

・プレスリリース、チラシ・ポスター、冊子デザイン関連スケジュール調整 

・印刷物の仕様、紙質について検討 

・動画コンテンツに関する仕様書、スケジュール確認 

・広報物送付先リスト、送付内容の確認 

２０２５年  

１月２０日 映像コンテンツ会議 

参加者 

小林、王、川瀬/NAMA 

吉原/セイムービースタジオ 

加納、福田/SD アート 

内容 

・仕様書、依頼内容確認 

・納期、撮影スケジュール調整 

・連絡、データのやり取りについて確認 

１月２７日 冊子、パネルのデザイン関連会議 

参加者 
小林、王、川瀬/NAMA 

藤井、成田、森田/midoris、加納、福田/SD アート 

内容 
・冊子、パネルのデザイン案の確認 

・チラシ・ポスター入稿、印刷、発送スケジュール確認 

２月６日 展示・設営関連会議 

参加者 
小林、王、川瀬/NAMA 

風坂/芸宣、加納、福田/SD アート 
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内容 

・スクリーン・プロジェクタ取り付け確認 

・菊竹エキスポタワー図面展示方法の検討 

・第 1 部設営スケジュール調整、確定 

２月２７日 第１部設営１日目 

参加者 
小林、王、川瀬/NAMA 

風坂、作業員５名/芸宣、杉田、作業員１名、福田/SD アート 

内容 

・展示資料の倉庫から展示室への移動 

・展示用什器移動 

・外看板の制作、サイン看板貼り付け 

・中央円型台用パネル制作 

２月２８日 第１部設営２日目 

参加者 

小林、王、川瀬/NAMA 

風坂、作業員５名/芸宣、 

中村、泉澤/トップアート鎌倉、福田/SD アート 

内容 

・外看板の設置（３か所） 

・額装 

・スクリーンの巻きつけ用台、新規スクリーンの設置 

・額の壁面設置 

３月１日 第１部設営３日目 

参加者 
王、川瀬/NAMA 

風坂、作業員５名/芸宣、福田/SD アート 

内容 
・額の壁面設置 

・入り口横大型図面つり上げ設置 

３月４日 第１部設営４日目 

参加者 
小林、王、川瀬/NAMA 

風坂、作業員５名/芸宣、竹下/サムサラ 

内容 
・ライティング作業 

・パネル設置 

３月５日 第１部設営５日目 

参加者 
小林、王、川瀬/NAMA 

風坂、作業員５名/芸宣、加納/SD アート 

内容 
・パネル設置 

・サイン看板の設置 
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３月１７日 第１部記録映像・写真撮影 

参加者 
小林、王、川瀬/NAMA 

吉原、アシスタント 1 名/セイムービースタジオ、福田/SD アート 

内容 会場の記録映像、写真撮影 

３月２３日 第１部シンポジウム開催 

参加者 

小林、王、川瀬/NAMA 

田路貴浩、前田尚武 

吉原、アシスタント 1 名/セイムービースタジオ、福田/SD アート 

内容 
主題：EXPO’70（大阪万博）を回想し、再考する 

資料館ロビーにて開催 

５月２６日 第２部看板・サインのシール貼り 

参加者 
王、川瀬/NAMA 

風坂、作業員３名/芸宣、福田/SD アート 

内容 第２部開催に伴う予告シール+日程表記の重ね貼り 

６月４日 第 1 部撤去 

参加者 
王、川瀬/NAMA 

風坂、作業員５名/芸宣、中村/トップアート鎌倉、福田/SD アート 

内容 第 1 部展示の額装図面の取外し片付け、展示台移動 

６月１０日 第２部設営 1 日目 

参加者 
小林、王、川瀬/NAMA 

風坂、作業員５名/芸宣、杉田、作業員 1 名、中村/トップアート鎌倉、福田/SD アート 

内容 
・中央円型台のサイン貼り、 

・額装 

６月１１日 第２部設営２日目 

参加者 
王、川瀬/NAMA 

風坂、作業員５名/芸宣、竹下/サムサラ、福田/SD アート 

内容 
・額の壁面設置 

・ライティング作業 

６月１６日 第２部記録映像・写真撮影 

参加者 
小林、王、川瀬/NAMA 

吉原、アシスタント 1 名/セイムービースタジオ、福田/SD アート 

内容 会場の記録映像、写真撮影 
 

６月２８日 第２部シンポジウム開催 



日本の万国博覧会 1970-2005  

 

 96 

参加者 

小林、王、川瀬/NAMA 

鈴木明、宇野求 

吉原、アシスタント 1 名/セイムービースタジオ、福田/SD アート 

内容 
主題：知られざる試みと隠れた意義―EXPO’75 以降の万博会場デザインについて 

資料館ロビーにて開催 

９月１日 第２部撤去１日目 

参加者 
王、川瀬/NAMA 

風坂、作業員１名/芸宣、福田/SD アート 

内容 
・外看板、サインの取り外し 

・ロビー内ポスター掲示（新規追加、全体の調整） 

９月２日 第２部撤去２日目 

参加者 
王、川瀬/NAMA 

風坂、作業員５名/芸宣、泉澤/トップアート鎌倉、福田/SD アート 

内容 

・額装図面の取外し、片付け 

・中央円型台、展示室内のサインシール剥し 

・廃棄物の回収、撤去 
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２０２４年１２月２３日 キービジュアル会議 

 

２０２５年１月２０日 映像コンテンツ会議 

 

２０２５年１月２７日 冊子、パネルのデザイン関連会議 
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２０２５年２月６日 展示・設営関連会議 

 

２０２５年２月２７日 第１部設営１日目 

 

２０２５年２月２８日 第１部設営２日目 
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２０２５年３月１日 第１部設営３日目 

 

２０２５年３月１７日 第１部記録映像・写真撮影 

 

２０２５年３月２３日 第１部シンポジウム開催 
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２０２５年５月２６日 第２部用看板、パネルシール貼り 

 

２０２５年６月４日 第１部撤去 

 

２０２５年６月１０日 第２部設営１日目 
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２０２５年６月１１日 第２部設営２日目 

 

２０２５年６月１６日 第２部記録映像・写真撮影 

 

２０２５年６月２８日 第２部シンポジウム開催 
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２０２５年９月１日 第２部撤去１日目 

 

２０２５年９月２日 第２部撤去２日目 
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体制・協力者 
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文化庁国立近現代建築資料館
(NAMA)

日本の万国博覧会1970-2005 体制表

有識者

・資料原物調査
・文献調査
・企画／作品選定
・展示構成（レイアウト）
・導入及び鑑賞補助ツール
（序文、資料群紹介、解説等）
・資料整理、寄贈契約、目録作成
・展示及び図録に必要な資料のデジタル化

・開催案内メール（プレス、過去職員）
・ウェブ、文化庁SNS、PRTIMES
・内覧会開催準備
・内覧会出席者名簿作成
・図録着払い送付

展覧会制作PM
(SDアート)

・解説執筆
・講演
・情報提供、助言

翻訳

・展示設営、撤去
・パネル制作
・造作制作

・キービジュアル、
・チラシ、ポスター、看板
・冊子、図録

・チラシ、ポスター印刷、発送
・開催案内発送

・館長挨拶
・チラシ、プレスリリース
・作品解説

・会場記録写真、映像撮影、編集
・視聴覚映像、コンテンツ編集、制作

・館外資料の輸送

・図録、冊子の印刷、納品

Thomas DANIELL
スプリングヒル

グラフィック
デザイン
midoris

展示設営

芸宣

記録スチル・
映像
セイムービースタジオ

資料借用・輸送
トータルアートサービス
HIGUCHI

広報物発送
ジャパンメール

図録・冊子
シナノ書籍印刷

・実施計画作成
・定例会議の開催
・委託業務全体の進行、管理、

コーディネート、現場指導

・業務記録
・広報効果の集計、記録
・来場者集計・アンケート分析
・委託業務成果報告書作成、納品
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【展覧会】 

企画・資料担当  

小林 克弘／主任建築資料調査官 

 王 聖美／研究補佐員 

 川瀬 優／研究補佐員 

 秋岡 安季／研究補佐員 

 齋藤 菜那／研究補佐員 

運営  

山崎 智紀／副館長 

 橋本 純／主任建築資料調査官 

 Lambiasi James／主任建築資料調査官 

 松本 文夫／主任建築資料調査官 

 平川 千絵子／事務補佐員 

 室田 恵実／事務補佐員 

 北島 真希子／事務補佐員 

 増田 悠子／事務補佐員 

翻訳  

Thomas DANIELL 

グラフィックデザイン  

成田 可奈子／MIDORIS 

藤井 北斗／MIDORIS 

森田 尚恵／MIDORIS 

董 懿萱／MIDORIS 

制作・設営  

株式会社 SD アート 

吉原 聖／Sei movie studio 

株式会社 芸宣 

株式会社 トップアート鎌倉 

合同会社 サムサラ 

警備・美観管理  

株式会社 新東美装

【展覧会図録】 

発行・監修  

文化庁 

編集  

文化庁国立近現代建築資料館 

執筆協力  

宇野 求 

鈴木 明 

田路 貴浩 

前田 尚武 

翻訳  

Thomas DANIELL 

デザイン  

成田 可奈子／MIDORIS 

藤井 北斗／MIDORIS 

森田 尚恵／MIDORIS 

董 懿萱／MIDORIS 

編集補助  

株式会社アルク出版企画 

印刷・製本  

シナノ書籍印刷株式会社 
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報告書作成 

株式会社 SD アート 

150-6090 東京都渋谷区恵比寿 4 丁目 20 番 4 号 

担当者：福田 知美 

fukuda@sdart.jp   https://sdart.jp/ 

mailto:fukuda@sdart.jp
https://sdart.jp/

